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はじ
め
に
0東
国
荘
園
年
貢
の
京
上
シ
ス
テ
ム
と
幕
府
法

②

東国
本
所
領
に
お
け
る
代
官
請
負
制
と
「
武
家
御
沙
汰
」

む
す
び
に

［論
文
要
旨
］

　こ
れ
ま
で
南
北
朝
～
室
町
期
の
東
国
荘
園
は
、
守
護
や
国
人
一
揆
に
よ
っ
て
侵
食
さ
れ
、
荘
園
年
　
　
　
　
し
て
武
家
に
よ
っ
て
罪
科
に
処
す
る
国
家
的
保
障
体
制
が
成
立
し
て
い
た
。
第
三
に
、
東
国
公
家
領

貢
の
京
上
は
と
る
に
足
ら
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
独
立
性
の
強
い
東
国
国
家
論
の
根
拠
と
な
っ
て
　
　
　
　
が
禅
宗
寺
院
に
寄
進
さ
れ
た
東
国
禅
宗
寺
院
領
で
は
、
院
主
や
給
主
に
よ
る
代
官
や
使
僧
を
頻
繁
に

き
た
。
本
稿
は
、
東
国
荘
園
か
ら
の
領
家
年
貢
が
ど
の
よ
う
な
京
上
シ
ス
テ
ム
の
下
に
あ
っ
た
か
を
　
　
　
　
都
鄙
間
を
往
反
さ
せ
て
荘
務
組
織
を
充
実
さ
せ
、
国
下
行
を
増
や
し
、
守
護
と
の
契
約
を
締
結
し
て

具体
的
に
解
明
し
、
そ
れ
を
国
家
的
に
保
障
し
て
い
た
「
武
家
御
沙
汰
」
の
内
実
を
あ
き
ら
か
に
し
　
　
　
　
領
家
年
貢
の
京
上
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
た
。
し
か
も
、
こ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
在
地
で
年

よ
う
と
し
た
。
先
ず
、
室
町
幕
府
は
貞
和
二
年
（
＝
二
四
六
）
に
東
国
の
将
軍
家
御
料
所
を
鎌
倉
府
　
　
　
　
貢
未
済
や
対
揮
が
起
き
る
と
、
領
家
側
雑
掌
は
幕
府
や
鎌
倉
府
に
提
訴
し
て
将
軍
家
御
教
書
や
鎌
倉

に委
任
し
て
そ
の
三
分
一
を
京
上
さ
せ
る
体
制
を
「
条
々
事
書
」
に
定
め
た
。
こ
の
年
、
国
司
領
家
　
　
　
　
府
奉
行
人
連
署
奉
書
を
獲
得
し
、
幕
府
ー
鎌
倉
府
・
守
護
ー
守
護
代
ー
国
人
と
い
う
遵
行
．
打
渡
ル
ー

年
貢
を
地
頭
ら
が
未
済
し
た
場
合
の
処
理
法
を
定
め
、
年
貢
未
済
額
の
五
分
一
の
下
地
を
分
付
さ
せ
　
　
　
　
ト
に
よ
っ
て
押
領
人
や
対
桿
人
を
罪
科
に
処
す
る
体
制
に
な
っ
て
お
り
、
領
家
年
貢
京
上
シ
ス
テ
ム

る
と
と
も
に
当
知
行
人
・
新
領
主
に
弁
償
さ
せ
る
体
制
を
追
加
法
二
五
条
と
し
て
制
定
し
た
。
そ
の
　
　
　
　
を
国
家
的
に
保
障
す
る
体
制
が
で
き
て
い
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
そ
の
た
め
、
国
人
層
に
よ

具
体
化
が

東国
荘
園
の
中
で
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
た
か
を
検
討
す
る
と
、
第
一
に
東
国
荘
園
の
　
　
　
る
領
家
年
貢
対
桿
闘
争
は
、
幕
府
・
鎌
倉
府
・
守
護
ら
に
よ
る
遵
行
体
制
に
敵
対
す
る
こ
と
を
意
味

領家
年
貢
は
地
頭
職
を
も
っ
た
鎌
倉
寺
社
や
地
頭
ら
が
京
上
し
、
領
家
方
か
ら
返
抄
・
請
取
状
を
確
　
　
　
　
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
鎌
倉
公
方
と
の
主
従
関
係
に
依
拠
し
て
反
幕
府
行
動
と
い
う
政
治
闘
争
に
出

保し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
第
二
に
は
、
九
条
家
領
甲
斐
国
志
摩
荘
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
南
　
　
　
　
て
い
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。

北
朝
期
に
代
官
請
負
に
出
し
、
領
家
年
貢
に
難
渋
・
不
法
が
あ
っ
た
場
合
に
は
雑
掌
が
武
家
に
提
訴

9
3
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は
じ
め
に

　

こ
れ
ま
で
、
南
北
朝
期
～
室
町
期
の
東
国
荘
園
は
ほ
と
ん
ど
守
護
権
力
や
国
人
一

揆
に

侵

食
さ
れ
た
も
の
と
評
価
さ
れ
、
荘
園
年
貢
の
京
上
は
具
体
的
に
あ
き
ら
か
に

さ
れ
て
お
ら
ず
、
鎌
倉
府
に
よ
る
東
国
支
配
が
室
町
幕
府
や
荘
園
領
主
の
支
配
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

自
立
化
・
離
脱
し
た
と
し
て
、
独
立
性
の
強
い
東
国
国
家
論
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
歴
史
像
の
横
行
は
、
東
国
荘
園
に
お
け
る
本
所
領
の
荘
園
年
貢

や

関
東
に
お
け
る
将
軍
御
料
所
か
ら
の
用
途
料
の
京
上
シ
ス
テ
ム
が
解
明
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
近
年
研
究
が
活
発
化
し
て
い
る
東
国
社
会
史

研
究
に

お
い
て
も
東
国
荘
園
年
貢
の
京
上
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
研
究
対
象
と
さ
れ

て

い

な
確
。
し
か
し
、
前
稿
に
お
い
て
南
北
朝
期
に
「
東
国
本
所
領
」
と
「
西
国
本

所

領
」
と
い
う
新
し
い
所
領
区
分
法
が
機
能
し
、
「
東
国
本
所
領
」
の
年
貢
収
納
は

「
武
家
御
沙
汰
」
と
し
て
国
家
的
保
障
を
受
け
て
い
た
こ
と
。
室
町
期
特
有
の
所
領
区

分
法
は
建
武
四
年
～
応
安
元
年
に
か
け
て
室
町
幕
府
の
荘
園
政
策
立
法
に
よ
っ
て
つ

く
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
室
町
期
再
版
荘
園
制
と
呼
ぷ
べ
き
こ
と
を
主
張

　
（
3
）

し
た
。
だ
が
、
そ
こ
で
は
、
東
国
本
所
領
の
荘
園
年
貢
が
ど
の
よ
う
な
京
上
シ
ス
テ

ム

を
と
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿

は
、
東
国
荘
園
の
本
所
領
家
年
貢
が
ど
の
よ
う
に
京
都
の
荘
園
領
主
に
運
上
さ
れ
た

の

か

そ
の
京
上
シ
ス
テ
ム
を
具
体
的
に
解
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
保
障
し
た

「
武
家
御
沙
汰
」
の
具
体
的
内
実
を
あ
き
ら
か
に
し
た
い
。
と
り
わ
け
、
幕
府
と
北
朝

か

ら
な
る
国
家
権
力
に
よ
っ
て
荘
園
制
が
再
編
成
さ
れ
た
延
文
～
応
永
期
に
東
国
本

所
領
荘
園
が
一
定
の
安
定
し
た
地
域
秩
序
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
具
体
的
に

あ
き
ら
か
に
し
、
鎌
倉
府
が
幕
府
権
力
の
統
制
下
に
室
町
期
再
版
荘
園
制
を
維
持
し
、

そ

の

収
納
体
制
を
保
障
し
て
い
た
構
造
を
解
明
す
る
糸
口
を
探
り
出
し
た
い
。

0
東
国
荘
園
年
貢
の
京
上
シ
ス
テ
ム
と
幕
府
法

　

1
、
室
町
幕
府
法
に
よ
る
領
家
年
貢
未
済
処
理
法
と
将
軍
家
年
貢
の
京
上

　
　
　

シ
ス
テ
ム

　
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
の
追
加
法
二
五
条
が
室
町
幕
府
の
荘
園
年
貢
未
済
処
理

　
　
　
（
4
）

法
で
あ
る
。

一
、

国
司
領
家
年
貢
対
桿
地
事
（
貞
和
二
　
十
二
　
十
三
　
沙
汰
）
、

就
貞
永
式
目
、
有
其
沙
汰
、
地
頭
以
下
領
主
、
不
応
裁
許
之
日
、
難
改
補
所
職
、
本

所
乃
貢
失
墜
之
条
、
背
理
致
歎
、
伍
自
今
以
後
、
及
下
知
違
背
之
期
者
、
収
公
彼
職
、

補
新
司
之
時
、
可
分
付
前
司
未
済
五
分
一
相
応
之
地
於
本
所
也

本
文
の
内
容
は
、
国
司
領
家
年
貢
を
対
桿
し
た
場
合
、
貞
永
式
目
に
よ
り
地
頭
以
下

の

領
主
が
裁
許
に
従
わ
な
い
場
合
は
所
職
を
改
補
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
た

め

本
所
乃
貢
が
失
墜
す

る
の
は
理
致
に
背
く
も
の
で
あ
る
。
所
職
を
収
公
し
て

新
司
を
補
任
し
た
時
点
で
、
前
司
未
済
額
の
五
分
一
に
相
応
す
る
下
地
を
本
所
に
分

付
す

べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

　
以

下
、
付
則
と
し
て
六
ヶ
条
に
わ
た
る
多
用
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
細
則
を
規
定

し
て
お
り
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
　
後
年
年
貢
事

②
地
頭
所
領
没
収
に
よ
る
未
進
分

③

本
所
分
付
し
た
替
地
の
支
給
な
し

④
　
一
旦
領
主
に
よ
る
本
所
年
貢
の
失
墜

毎
年
の

年
貢
分
限
を
勘
合
し
下
地
を

本
所
に
分
付
せ
よ

』80

後
の

年
貢
を
便
補
し
て
下
地
を
本

所
に
避
渡
す
べ
し

新
給
人
治
定
の
時
、
下
地
を
分
付
す

べ
し

本
知
行
の
年
貢
は
沙
汰
致
す
べ
し

未
進

分
、
現
在
分
と
も
当
知
行
人
に

課
す

べ
し
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⑤
非
分
押
領
輩
に
よ
る
年
貢
対
桿
　

新
領
主

を
定
め
専
使
か
ら
本
所
雑
掌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

検
納
せ
よ

⑥
　
武
家
領
の
仏
神
用
・
領
家
職
預
所
等
　
　
本
所
年
貢
と
違
え
る
べ
か
ら
ず

　
　
の
年
貢
対
桿

　

こ
の
付
則
に
共
通
す
る
点
は
本
所
年
貢
の
失
墜
分
は
下
地
に
換
算
し
て
分
付
す
る

方
法
①
②
と
当
知
行
人
や
新
領
主
に
検
納
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
所
年
貢
を
保
証

す

る
方
法
③
～
⑥
の
二
種
類
の
対
策
か
ら
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
幕
府
は
、
領
家

年
貢
や

国
衙
年
貢
の
京
上
を
地
頭
御
家
人
ら
に
義
務
づ
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
年
貢

対
揮

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
対
策
を
法
令
と
し
て
明
文
化
し
、
荘
園
年
貢
京
上
シ
ス

テ

ム

を
法
的
に
整
備
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
追
加
法
二
五
条
が
な
ぜ
、
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
十
二
月
十
三
日
に
制
定

さ
れ
た
か
論
及
し
た
研
究
を
知
ら
な
い
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
史
料
が
、

東
国
に
お
け
る
幕
府
直
轄
領
年
貢
の
京
上
シ
ス
テ
ム
を
定
め
た
六
か
条
か
ら
な
る

「
条
々
」
事
書
で
あ
る
。
内
閣
文
書
所
蔵
『
諸
国
文
書
』
所
収
の
「
条
々
」
事
書
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

い

て

は
山
田
邦
明
・
青
山
文
彦
の
研
究
に
よ
っ
て
、
第
一
に
関
東
に
所
在
す
る
幕
府

直
轄
領
か
ら
の
年
貢
収
納
は
原
則
と
し
て
鎌
倉
府
に
委
任
さ
れ
、
鎌
倉
府
か
ら
幕
府

に
は
少
な
く
と
も
三
分
の
一
の
納
付
を
義
務
づ
け
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
、
こ
の

「
条
々
」
事
書
は
、
貞
和
二
年
正
月
か
ら
閏
九
月
の
間
に
発
給
さ
れ
て
お
り
、
将
軍
家

の

御
料
所
支
配
を
鎌
倉
府
に
委
任
し
、
東
国
の
御
料
所
か
ら
年
貢
三
分
一
を
京
都
に

検
納

さ
せ
る
体
制
を
固
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
貞
和
元
年
秋
に
は
奥
州
総

大
将
に

替
え
て
奥
州
管
領
府
を
設
置
し
、
貞
和
二
年
に
は
鎮
西
管
領
の
権
限
を
明
示

し
て
お
り
、
幕
府
に
よ
る
地
方
機
関
の
基
盤
整
備
が
進
行
し
た
時
期
に
相
当
し
て
い

た

こ
と
、
な
ど
の
諸
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
室
町
幕
府
追
加
法
二
五
条
に
よ
る
国
司
領
家
年
貢
対
桿
罰
則
規
定

の

整
備
と
東
国
に
お
け
る
将
軍
家
御
料
所
か
ら
の
年
貢
収
納
体
制
の
整
備
と
が
貞
和

二
年

と
い
う
同
一
時
期
に
同
一
レ
ベ
ル
の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て

い

る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
室
町
幕
府
に
と
っ
て
、
領
家
年
貢
を
京
上
さ
せ
る
体
制
を

全

国
的
に
整
備
す
る
こ
と
と
、
将
軍
家
御
料
所
か
ら
の
年
貢
を
京
上
さ
せ
る
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
は
一
体
の
政
策
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
せ
る
。

［領
家
年
貢
と
将
軍
家
年
貢
の
京
上
シ
ス
テ
ム
］

　
室
町
幕
府
に
と
っ
て
領
家
年
貢
の
京
上
を
保
障
す
る
こ
と
と
将
軍
家
御
料
所
か
ら

の

年
貢
京
上
と
が
同
一
の
国
家
的
施
策
で
あ
っ
た
と
の
推
論
を
論
証
す
る
史
料
と
し

て
、
つ
ぎ
の
飯
野
八
幡
宮
文
書
　
貞
和
五
年
正
月
十
八
日
陸
奥
国
好
嶋
荘
年
貢
算
用

（6
）
状
を
示
そ
う
。

一
、

　
将
軍
家
御
年
貢
政
所
進
納
事

　
合
捌
拾
貫
文
内

　
　
現
銭
　
四
拾
陸
貫
文

　
　
絹
三
十
疋
三
拾
六
貫
文
　
疋
別
一
貫
二
百
文
宛

　
　
白
少
竺
代
書
吾
文
藷
蟻
在
之

一
、

八
幡
宮
家
御
年
貢
進
納
事

　
合
漆
貫
文
内

　
　
絹
三
疋
代
参
貫
七
百
六
十
文

　
　壁
疋
・
毛
代
参
貫
吾
文
残
現
銭
二
亘
ハ
針
故

　
　
片
絹
代
六
百
文
　
社
家
雑
掌
給
了

　
残
銭
七
百
六
十
文
者
御
代
官
方
返
進
了

右
散
用
状
如
件

　
　
貞
和
五
年
正
月
十
八
日
　
　
　
　
　
有
資
（
花
押
）

こ
れ
は
、
有
資
な
る
人
物
が
将
軍
家
年
貢
八
〇
貫
文
を
幕
府
政
所
に
進
納
し
、
石
清

水
八
幡
宮
に
は
年
貢
七
貫
文
を
進
納
し
、
そ
の
詳
細
な
内
訳
を
算
用
状
に
し
て
報
告

し
た
も
の
で
あ
る
。
将
軍
家
年
貢
は
銭
と
絹
、
白
小
袖
か
ら
な
り
、
石
清
水
八
幡
宮

年
貢
は
絹
と
馬
、
片
絹
で
あ
っ
て
、
両
者
が
セ
ッ
ト
で
一
体
と
な
っ
て
京
上
さ
れ
、

片
絹
代
六
〇
〇
文
が
社
家
雑
掌
の
給
分
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
史
料
に
言

及
し
た
佐
々
木
慶
市
は
、
「
当
荘
と
幕
府
及
び
領
家
と
の
貢
納
関
係
を
物
語
る
も
の
」

と
し
、
こ
の
算
用
状
が
最
後
の
も
の
で
貢
納
関
係
が
何
時
頃
ま
で
続
い
た
か
は
あ
き
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ら
か
で
な
い
と
す
る
。
幕
府
年
貢
は
鎌
倉
将
軍
家
以
来
の
も
の
で
、
石
清
水
八
幡
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

年
貢
は
領
家
職
に
よ
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
到
達
点
を
ま

と
め
た
山
崎
勇
は
、
好
嶋
荘
の
本
所
は
石
清
水
八
幡
宮
で
あ
る
が
そ
れ
は
名
目
で
あ
っ

て

実
質
的
に
関
東
御
領
で
あ
っ
た
と
し
、
北
畠
顕
家
の
陸
奥
国
府
支
配
の
あ
と
、
そ

こ
か
ら
脱
し
て
足
利
将
軍
家
御
料
所
と
石
清
水
八
幡
宮
領
と
し
て
復
活
し
、
足
利
将

軍
家
に
は
「
帖
絹
百
五
十
疋
代
四
百
五
十
貫
」
、
石
清
水
八
幡
宮
に
は
「
参
拾
貫
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

年
貢
額
が
定
め
ら
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
将
軍
家
や
石
清
水
八
幡
宮
が
い
か
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

権

限
に
も
と
つ
い
て
年
貢
を
徴
収
し
え
た
か
に
つ
い
て
は
見
解
の
矛
盾
が
あ
り
、
別

に

検
討
せ

ざ
る
を
え
な
い
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
算
用
状
の
性
格
に
限
定
し
て
部
分
的

な
検
討
を
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
前
年
貞
和
四
年
（
二
二
四
八
）
八
月
六
日
奥
州
管
領
府
奉
行
人
連
署
奉
書

（
五
八
号
）
に
よ
れ
ば
、
「
陸
奥
国
好
嶋
荘
帖
絹
事
、
仰
使
節
等
可
納
進
之
由
、
先
立

難
仰

之
、
為
京
進
煩
之
間
、
於
向
後
者
不
可
有
其
儀
之
旨
、
所
被
仰
使
節
方
也
、
早

令
存
知
此
旨
、
為
預
所
沙
汰
、
任
先
例
可
被
弁
進
京
都
、
将
又
為
有
御
注
進
、
云
件

御
年

貢
員
数
、
云
進
済
日
限
、
不
日
注
進
之
、
且
可
被
執
達
送
文
」
と
あ
る
。
管
領

府
の
使
節
に
よ
る
京
進
体
制
を
停
止
し
、
預
所
の
責
任
に
お
い
て
京
都
に
弁
進
す
る

よ
う
に
伊
賀
盛
光
に
命
じ
、
「
送
文
」
を
管
領
府
に
執
達
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
の
で

あ
る
。
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
九
月
廿
一
日
地
頭
岩
城
行
隆
請
文
（
六
六
号
）
に

は

「
今
年
八
月
六
日
御
施
行
案
同
十
二
日
預
所
催
役
状
、
同
九
月
五
日
到
来
、
謹
拝

見
仕
候
畢
、
抑
陸
奥
国
好
嶋
西
荘
内
行
隆
之
知
行
分
帖
絹
事
、
去
々
年
当
年
両
年
分
、

可
致
沙
汰
之
由
、
被
仰
下
之
間
、
田
村
能
登
将
監
方
江
拾
貫
文
令
弁
済
候
畢
、
而
当

年
分
於
浦
田
村
者
、
給
人
被
取
年
貢
之
間
、
不
及
其
沙
汰
候
、
将
又
葛
尾
村
萱
ケ
村

井
去
々
分
於
残
所
者
、
来
十
一
月
中
可
致
其
弁
候
」
と
あ
る
。
こ
の
請
文
に
は
宛
先

が

な
い
が
、
飯
野
八
幡
宮
文
書
と
し
て
伝
来
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
預
所
方
伊
賀
氏

へ
の

約
束
・
契
約
だ
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
地
頭
岩
城
行
隆
は
、
知
行
分
年
貢
の
二

ヵ
年
分
の
う
ち
拾
貫
文
は
管
領
府
使
節
田
村
能
登
将
督
へ
弁
済
し
、
浦
田
村
年
貢
当

年
分
は
給
人
に
与
え
、
葛
尾
村
年
貢
分
は
預
所
方
の
伊
賀
氏
に
弁
済
す
る
こ
と
を
約

束

し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
貞
和
四
年
分
の
年
貢
は
知
行
分
の
地
頭
か
ら
預
所

方
伊
賀
盛
光
の
と
こ
ろ
に
送
文
と
と
も
に
弁
済
さ
れ
、
伊
賀
盛
光
が
石
清
水
八
幡
宮

に

京
進
す

る
体
制
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
を
実
証
す
る
史
料
が
、
貞
和
五

年
正
月
十
八
日
石
清
水
八
幡
宮
社
務
代
朝
円
請
取
状
（
六
七
号
）
で
あ
る
。
そ
こ
に

は
「
請
取
　
石
清
水
八
幡
宮
領
陸
奥
国
好
嶋
西
方
御
年
貢
事
　
合
漆
貫
文
者
、
右
当

方
去
年㌃
年
貢
内
且
所
請
取
状
如
件
」
と
；
飯
野
八
幡
宮
文
書
と
し
て
伝

来

し
て
い
る
。
好
嶋
荘
年
貢
算
用
状
と
同
じ
日
付
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
貞
和
四
年

分
の

年
貢
は
知
行
地
の
地
頭
か
ら
預
所
職
伊
賀
盛
光
に
弁
済
し
、
預
所
が
管
領
府
を

介
さ
ず
に
京
都
の
将
軍
家
と
石
清
水
八
幡
宮
に
年
貢
を
京
上
す
る
体
制
に
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
好
嶋
荘
年
貢
算
用
状
が
飯
野
八
幡
宮
文
書
と
し
て
伝
来

し
た
の
で
あ
る
。

　
年
貢
算
用
状
に
は
、
「
片
絹
代
六
百
文
、
社
家
雑
掌
給
了
」
と
あ
る
か
ら
、
石
清
水

八
幡
宮
の
社
家
雑
掌
に
も
給
分
が
支
払
わ
れ
た
し
、
「
残
銭
七
百
六
十
文
者
御
代
官
方

返
進
候
了
」
と
あ
り
、
将
軍
家
と
社
家
へ
の
支
払
い
の
残
額
分
が
「
御
代
官
」
に
返

却
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
御
代
官
」
こ
そ
、
預
所
か
ら
石
清
水
八
幡
宮
へ
の
調
進
に

関
与
し
た
人
物
と
み
る
の
が
整
合
的
で
あ
ろ
う
。
こ
の
算
用
状
の
作
成
者
で
あ
る

「
有
資
」
の
立
場
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
陸
奥
国
好
嶋
荘

で
は

貞
和
四
年
分
の
年
貢
が
預
所
伊
賀
盛
光
か
ら
京
進
さ
れ
、
将
軍
家
と
石
清
水
八

幡
宮
に
納
入
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
以
上
か

ら
、
貞
和
二
年
に
国
司
領
家
年
貢
未
済
処
理
法
と
将
軍
家
御
料
所
の
年
貢

調
進
体
制
が
整
備
さ
れ
た
あ
と
、
貞
和
五
年
に
は
実
際
に
陸
奥
国
好
嶋
荘
か
ら
足
利

将
軍
家
へ
の
年
貢
と
石
清
水
八
幡
宮
へ
の
年
貢
が
一
体
の
も
の
と
し
て
京
上
さ
れ
て

い

た
事
実
が
確
認
で
き
る
。
好
嶋
荘
の
荘
務
組
織
と
奥
州
管
領
府
と
い
う
幕
府
の
地

方
機
構
の
存
在
が
、
領
家
年
貢
と
将
軍
家
年
貢
の
京
上
シ
ス
テ
ム
を
国
家
体
制
と
し

て
支
え
て
い
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
と
い
え
よ
う
。

［室
町
幕
府
法
の
特
徴
］

　
で

は
、
室
町
幕
府
に
よ
る
国
司
領
家
年
貢
対
桿
や
未
済
問
題
の
罰
則
規
定
は
、
鎌
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倉
幕
府
法
の
規
定
と
比
較
し
た
と
き
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
。
鎌
倉
幕
府
法
で
の
年
貢
未
済
問
題
処
置
法
に
つ
い
て
は
、
先
稿
で
指
摘
し
た
ご

と
く
、
地
頭
の
惣
領
．
寄
親
は
一
分
領
主
や
庶
子
分
・
寄
子
分
の
領
家
年
貢
を
も
代

納
す

る
義
務
を
負
っ
て
い
た
。
未
進
分
が
出
た
場
合
に
は
第
一
段
階
と
し
て
結
解
算

用
し
て
未
進
分
を
弁
償
さ
せ
る
規
定
に
な
っ
て
い
た
。
結
解
沙
汰
に
よ
る
処
理
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
解
決
し
な
い
場
合
に
は
、
第
二
段
階
と
し
て
惣
領
や
寄
親
ら
が
代
納

し
た
未
進
額
の
二
倍
し
た
額
を
弁
償
さ
せ
徴
収
す
る
。
未
進
が
債
務
問
題
と
し
て
倍

額
弁
償
法
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
、
雑
務
沙
汰
と
し
て
処
理
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
支
払

わ
れ
な
い
場
合
に
は
、
第
三
段
階
と
し
て
未
済
額
に
相
当
す
る
所
領
の
分
付
を
認
め

て

い

た
。
こ
こ
で
年
貢
未
済
問
題
は
下
地
の
問
題
と
さ
れ
、
所
務
沙
汰
と
し
て
処
理

さ
れ
る
規
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
貢
未
済
処
理
法
は
得
宗
領
で
登
場
し
た
政
策
で
あ
っ

た

が
、
弘
安
徳
政
な
ど
で
関
東
御
領
に
も
適
用
さ
れ
、
一
般
所
領
へ
と
拡
大
さ
れ
た

政
策
で
あ
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
室
町
幕
府
の
付
則
③
④
⑤
条
の
よ
う
に
本
知
行
人
や
当
知
行
人
に

勘
合
に
応
じ
て
本
所
雑
掌
に
年
貢
未
済
分
を
引
渡
す
規
定
は
、
結
解
沙
汰
と
し
て
の

処
理
法
で
あ
る
。
ま
た
、
年
貢
未
済
額
の
五
分
一
に
相
当
す
る
下
地
を
本
所
雑
掌
に

分
付
す

る
措
置
は
、
鎌
倉
末
期
か
ら
増
加
す
る
下
地
分
付
の
方
法
を
継
承
し
た
も
の

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
鎌
倉
幕
府
法
は
未
済
額
相
当
の
下
地
分
付
を

み

と
め
て
い
た
か
ら
、
室
町
幕
府
法
の
五
分
一
分
付
と
い
う
規
定
は
国
司
領
家
側
の

利
益
を
著
し
く
制
限
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
で

は
、
年
貢
未
済
分
の
五
分
一
法
は
ど
こ
か
ら
登
場
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
正
木

文
書

（『
群
馬
県
史
資
料
編
』
二
四
号
文
書
）
観
応
元
年
五
月
七
日
室
町
幕
府
下
知
状

案
に
は
「
次
押
領
答
事
、
可
分
召
所
領
五
分
一
之
状
如
件
」
と
あ
る
。
押
領
と
い
う

犯

罪
の
場
合
は
所
領
の
五
分
一
没
収
に
よ
っ
て
処
理
す
る
幕
府
法
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
個
別
法
の
事
例
と
室
町
幕
府
法
の
五
分
一
下
地
分
付
法
と
の

関
係
は
不
明
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
、
鎌
倉
後
期

に

年
貢
未
済
額
相
当
の
下
地
分
付
を
認
め
る
法
は
慣
習
法
と
し
て
存
在
し
て
い
た
し
、

下
地
中
分
の
分
付
法
が
存
在
し
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
下
地
中
分
と

五
分
一
法
と
の
関
係
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
下

地
中
分
は
地
頭
請
所
と
と
も
に
地
頭
の
荘
園
侵
略
と
し
て
し
か
分
析
・
評
価
さ
れ
な

面．

が
・
年
貢
未
済
問
題
を
下
地
の
分
付
で
処
理
す
る
慣
習
法
の
詳
細
分
析
と
と
も
に
・

下
地
中
分
も
年
貢
未
済
問
題
の
流
れ
の
中
で
再
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
検
討
か
ら
、
室
町
幕
府
法
が
、
国
司
年
貢
や
領
家
年
貢
の
未
済
分
に
つ
い

て
、
未
済
額
に
相
応
す
る
下
地
の
五
分
一
を
本
所
雑
掌
に
分
付
す
る
方
法
と
、
本
知

行
人
・
当
知
行
人
が
専
使
と
と
も
に
弁
償
す
る
方
法
の
二
つ
の
対
応
策
を
と
っ
て
い

た

こ
と
が
明
示
で
き
た
。
以
下
、
こ
の
幕
府
法
が
東
国
本
所
領
に
お
け
る
年
貢
京
上

シ
ス
テ
ム
の
中
で
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
機
能
し
て
い
た
の
か
検
討
し
よ
う
。

　
2
、
地
頭
に
よ
る
領
家
年
貢
の
京
上
シ
ス
テ
ム

［地
頭
円
覚
寺
に
よ
る
領
家
年
貢
の
京
上
］

　
室
町
幕
府
法
で
は
、
本
知
行
人
・
当
知
行
人
が
年
貢
未
済
の
弁
償
責
任
を
負
っ
て

い
た

の

で

あ
る
か
ら
、
地
頭
・
御
家
人
ら
が
領
家
年
貢
や
国
司
年
貢
を
京
上
す
る
責

任
者
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
東
国
荘
園
で
知
行
人
や
当
知
行
人
が
領
家
年

貢

を
京
都
に
運
上
し
て
返
抄
や
請
取
状
を
受
取
っ
て
い
た
こ
と
が
論
証
で
き
る
か
否

か

検
討
し
よ
う
。

　
円
覚
寺
文
書
に
残
る
文
書
目
録
の
中
に
領
家
年
貢
返
抄
が
含
ま
れ
て
い
る
。
正
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

七
年
（
一
三
五
二
）
二
月
十
八
日
円
覚
寺
文
書
目
録
に

三
通
吉
田
方
領
家
年
貢
返
抄
㍊
唖
工
L

　

「
六
通
　
玉
村
領
家
年
貢
返
抄
　
」

　

と
あ
る
。
応
安
三
年
（
一
三
七
〇
）
二
月
廿
七
日
の
円
覚
寺
文
書
目
録
（
神
四
六

四

〇
）
に
も
「
佛
日
庵
領
文
書
　
吉
田
方
」
と
し
て
「
六
通
　
領
家
請
取
」
、
「
北
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

村
郷
」
と
し
て
「
八
通
　
同
領
家
年
々
請
取
三
通
」
「
六
通
同
請
取
」
と
あ
る
。
円
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

寺

は
、
寺
領
の
吉
田
方
に
つ
い
て
暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）
か
ら
観
応
元
年
（
二
二

五

〇
）
に
か
け
て
の
領
家
年
貢
の
返
抄
三
通
、
応
安
三
年
（
一
三
七
〇
）
以
前
の
領

家
年
貢
に
つ
い
て
の
請
取
状
六
通
を
保
存
し
て
い
た
。
寺
領
の
北
玉
村
郷
に
つ
い
て
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も
正
平
七
年
（
一
三
五
二
）
以
前
の
領
家
年
貢
返
抄
を
六
通
、
応
安
三
年
当
時
に
も

十
三
通
以
上
を
保
存
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
地
頭
円
覚
寺
が
寺

領
か

ら
の
領
家
年
貢
を
京
上
し
て
領
家
側
か
ら
返
抄
・
請
取
状
を
受
領
し
て
年
貢
支

払
い
の
証
拠
文
書
と
し
て
保
存
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
で

は
こ
の
吉
田
方
や
北
玉
村
郷
の
領
家
が
ど
こ
で
あ
る
の
か
、
地
頭
職
円
覚
寺
に

よ
る
領
家
年
貢
の
京
上
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
よ
う
。

［円
覚
寺
に
よ
る
出
羽
国
寒
川
江
荘
の
領
家
年
貢
京
上
］

　
観
応
三
年

（
一
三
五

二
）
円
覚
寺
雑
掌
が
、
出
羽
国
寒
川
江
荘
内
吉
田
・
堀
口
．

三
曹

司
・
窪
目
等
に
つ
い
て
代
々
の
公
験
を
根
拠
に
し
て
少
輔
掃
部
助
の
押
領
を
幕

府
に
提
訴
し
、
尊
氏
は
彼
の
妨
を
停
止
し
円
覚
寺
雑
掌
に
沙
汰
付
す
る
よ
う
に
長
井

氏

に
命
じ
る
御
教
書
を
発
し
た
（
瑞
泉
寺
文
書
　
神
四
一
八
六
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

「
吉
田
方
」
は
円
覚
寺
領
出
羽
国
寒
川
江
荘
内
吉
田
の
地
頭
職
を
指
す
。
建
長
五
年
近

衛
家
所
領
目
録
に
「
請
所
」
と
し
て
「
出
羽
国
　
京
極
殿
領
内
　
寒
河
江
　
年
貢
沙

汰
成
賢
」
と
あ
り
、
領
家
職
は
近
衛
家
領
で
、
領
家
年
貢
は
成
賢
の
管
理
下
に
置
か

　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
荘
園
の
地
頭
職
は
南
方
地
頭
が
大
江
親
広
、
北
方
が
北

条
氏
で

と
も
に
地
頭
請
で
あ
る
。
貫
達
人
は
北
方
の
工
藤
刑
部
左
衛
門
尉
知
行
分
が

円
覚
寺
仏
日
庵
に
寄
進
（
執
事
長
崎
光
綱
奉
書
　
鎌
一
八
七
五
九
）
さ
れ
た
も
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

永
仁
三
年
閏
二
月
廿
五
日
得
宗
貞
時
が
寄
進
し
た
と
す
る
説
を
主
張
し
た
が
、
近
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

に
な
っ
て
時
宗
の
後
家
潮
音
院
の
寄
進
と
す
る
説
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
南
北
朝
期

に
は
足
利
義
詮
が
寒
川
江
荘
内
五
ヶ
郷
を
円
覚
寺
に
安
堵
す
る
御
教
書
（
武
州
文
書

　
神
四

三

二
一
）
を
発
給
し
、
永
和
三
年
（
二
二
七
七
）
に
は
「
官
符
宣
」
に
よ
る

諸
役
免
除
を
幕
府
管
領
奉
書
が
確
認
し
て
い
る
（
円
覚
寺
文
書
　
神
四
八
〇
二
）
。
し

た

が

っ

て
、
出
羽
国
寒
川
江
荘
五
ヶ
郷
は
貞
和
二
年
追
加
法
二
五
条
が
規
定
し
た

「
武
家
領
之
仏
神
用
」
と
し
て
尊
氏
・
義
詮
か
ら
円
覚
寺
に
安
堵
さ
れ
て
い
た
と
す
べ

き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
所
年
貢
が
円
覚
寺
か
ら
近
衛
家
に
納
入
さ
れ
て
い
た
の

で

あ
る
。
東
北
に
お
け
る
近
衛
家
領
の
荘
園
年
貢
が
、
一
四
世
紀
半
ば
に
お
い
て
も

地
頭

円
覚
寺
か
ら
京
上
さ
れ
、
領
家
年
貢
の
返
抄
が
近
衛
家
か
ら
円
覚
寺
に
渡
さ
れ

て

い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

［大
蔵
省
領
上
野
国
玉
村
保
の
領
家
年
貢
京
上
］

「
玉
村
」
「
北
玉
村
郷
」
は
、
『
群
馬
県
の
地
名
』
（
平
凡
社
　
一
九
八
七
）
、
『
角
川
歴

史
地
名
辞
書
　
群
馬
県
』
（
角
川
書
店
　
一
九
八
八
）
と
も
に
上
野
国
玉
村
御
厨
内
北

玉
村
郷

と
し
て
い
る
。
貫
・
山
本
隆
志
・
峰
岸
純
夫
ら
の
見
解
に
も
と
つ
い
た
も
の

で
、
本
家
が
伊
勢
神
宮
、
領
家
が
荒
木
田
氏
女
・
盛
延
、
地
頭
が
円
覚
寺
、
極
楽
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

で

あ
っ
た
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
史
実
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。

こ
の
返
抄
に
関
連
し
た
未
検
討
史
料
が
つ
ぎ
の
も
の
で
あ
る
（
円
覚
寺
文
書
　
神
五

〇
六
二
）
。

大響
領
上
野
国
北
玉
村
領
家
年
貢
臭
護
元
年
卯
至
康
応
元
年
㏄
三
ケ
年

分
、
所
納
之
間
、
令
出
請
取
候
之
処
、
粉
失
之
由
、
自
寺
家
承
候
之
間
、
此
状
為
後

証
所
書
進
也
、
若
先
日
請
出
被
尋
出
候
者
、
此
状
者
可
返
給
候

　
　
　
九
月
九
日
　
　
　
　
　
　
印
聡
（
花
押
）

『
神
奈
川
県
史
　
資
料
編
3
』
は
こ
の
文
書
に
「
印
聡
証
状
」
の
文
書
名
を
つ
け
て

い

る
が
、
あ
き
ら
か
に
請
取
状
の
紛
失
を
証
明
し
た
も
の
で
、
紛
失
状
ま
た
は
案
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

と
よ
ぶ
べ
き
史
料
で
あ
る
。
「
寺
家
よ
り
承
候
之
間
、
此
状
を
後
証
と
し
て
書
進
と
こ

ろ
也
」
と
あ
る
か
ら
、
印
聡
は
、
円
覚
寺
の
要
請
に
よ
り
大
蔵
省
領
上
野
国
北
玉
村

領
家
年
貢
の
請
取
に
関
す
る
こ
の
紛
失
状
を
作
成
し
円
覚
寺
に
送
り
そ
こ
で
保
存
さ

れ
今
日
に
伝
来
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
地
頭
円
覚
寺
は
嘉
慶
元
年
（
一
三
八
七
）
か
ら
康
応
元
年
（
＝
二
八

九
）
ま
で
の
三
ケ
年
分
の
領
家
年
貢
を
大
蔵
省
に
納
入
し
そ
の
請
取
状
を
保
存
し
て

お
り
、
紛
失
し
た
場
合
に
紛
失
状
ま
で
発
給
し
て
も
ら
い
そ
の
証
拠
書
類
の
確
保
に

力
を
つ
く
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
蔵
省
領
上
野
国
北
玉
村
保
が
存
在
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
伊
勢
神
宮
領
上
野
国
玉
村
御
厨
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
整
合
的
に

理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
今
後
の
課
題
と
し
、
こ
こ
で
は
両
者
が
併
存
し
て
い
た
こ
と

を
論
証
す
る
史
料
を
提
示
し
て
お
こ
う
。
『
勘
仲
記
』
弘
安
十
年
七
月
十
六
日
条
に
つ

ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。
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「
三
年
一
請
用
途
事
、
以
右
大
弁
宰
相
申
入
、
玉
村
保
事
、
任
大
蔵
卿
申
旨
、
募
三

ヶ
年
土
貢
萬
疋
可
沙
汰
進
之
由
　
有
勅
定
」

　
北
野
社
の
三
年
一
請
会
の
用
途
を
確
保
す
る
方
法
に
つ
い
て
院
司
右
大
弁
為
方
か

ら
亀
山
院
に
申
し
入
れ
た
。
大
蔵
卿
藤
原
経
業
の
申
請
に
よ
っ
て
玉
村
保
の
年
貢
三

ヶ
年
分
一
萬
疋
を
充
当
す
る
よ
う
に
亀
山
院
の
勅
定
が
下
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
玉
村

保
が
大
蔵
省
領
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
年
、
伊
勢
神
宮
遷
宮
と
春
日
社
造

営
・
北
野
社
三
年
一
請
会
が
重
な
り
大
蔵
省
切
下
文
に
よ
る
支
出
増
加
で
財
政
難
に

な
り
、
関
東
と
亀
山
院
政
と
の
相
互
批
判
や
対
立
も
激
し
く
緊
迫
し
た
政
治
情
勢
に

あ
っ
た
。
七
月
十
八
日
に
は
幕
府
か
ら
十
月
遷
宮
困
難
と
の
使
者
が
到
着
し
「
頼
綱

入
道
奉
書
」
が
提
出
さ
れ
た
が
院
側
は
そ
れ
を
返
却
し
て
い
る
（
『
勘
仲
記
』
同
条
）
。

亀
山
院
と
後
深
草
院
と
の
対
立
を
め
ぐ
る
公
武
交
渉
の
一
端
が
窺
わ
れ
る
。
緊
迫
し

た

情
勢
の
中
で
、
亀
山
院
に
よ
っ
て
大
蔵
省
領
玉
村
保
は
年
貢
三
ヶ
年
分
が
ま
と
め

て

北

野
社
三
年
一
請
会
の
用
途
に
充
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
大
蔵
省

領
上
野
国
北
玉
村
で
嘉
慶
元
年
（
＝
二
八
七
）
か
ら
康
応
元
年
（
ニ
ニ
八
九
）
ま
で

の

三
年
間
分
の
領
家
年
貢
が
一
括
さ
れ
て
い
る
の
は
、
大
蔵
省
領
玉
村
保
年
貢
の
三

年
一
請
会
用
途
の
慣
行
が
こ
の
時
期
に
も
残
存
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し

た

が
っ

て
、
両
者
の
連
続
性
は
あ
き
ら
か
で
あ
り
、
大
蔵
省
玉
村
保
は
上
野
国
の
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

在

と
み
て
ま
ち
が
い
な
い
。
こ
う
し
て
み
れ
ば
、
米
良
文
書
　
永
仁
七
年
四
月
十
七

日
京
尊
旦
那
譲
状
（
鎌
二
〇
〇
四
〇
）
の
「
上
野
国
玉
村
保
住
人
讃
岐
公
」
も
、
大

蔵
省
領
上
野
国
玉
村
保
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
東
国
の
御
厨
で
は
別
の
名
前
を
も
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

た

荘
園
と
併
存
す
る
事
例
が
き
わ
め
て
多
い
。
以
上
か
ら
、
上
野
国
玉
村
御
厨
の
地

頭

円
覚
寺
は
伊
勢
神
宮
だ
け
で
は
な
く
大
蔵
省
に
も
玉
村
保
か
ら
の
領
家
年
貢
を
京

上
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

［下
総
国
東
荘
上
代
郷
に
み
る
領
家
年
貢
の
京
上
］

　
鎌
倉
寺
社
の
中
で
は
東
国
荘
園
の
地
頭
職
を
も
っ
て
い
た
と
こ
ろ
は
数
多
い
。
金

沢
称
名
寺
も
そ
の
ひ
と
つ
で
地
頭
職
を
安
堵
さ
れ
て
お
り
、
同
様
の
事
態
が
論
証
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
金
沢
称
名
寺
に
つ
い
て
の
研
究
は
こ
れ
ま
で
も
多
い
が
、

領
家
年
貢
が
京
上
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
や
史
実
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
ま
と
ま
っ
た
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

究
が

な
く
、
む
し
ろ
否
定
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
具
体
的
な
史
料
か
ら
再
検
討
し
よ

う
。
下
総
国
東
荘
上
代
郷
に
つ
い
て
金
沢
文
庫
文
書
（
神
五
一
〇
五
）
に
つ
ぎ
の
史

料
が
あ
る
。

「
金
沢
領
押
書
　
下
総
」

　
　
　
寺

よ
り
料
足
を
沙
汰

押
書
　
　
　
し
て
状
を
取
な
り

下
総
国
東
荘
上
代
郷
内
金
沢
領
之
領
家
御
年
貢
事

　
　
合
六
貫
文

右
御
年
貢
者
、
今
月
中
弁
可
申
候
、
若
未
進
申
候
事
候
者
、
以
一
倍
沙
汰
申
へ
く
候
、

防
為
後
日
押
書
如
件

　
　
明
徳
四
年
十
二
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
通
泉
（
花
押
）

こ
れ
は
、
明
徳
四
年
（
一
三
九
三
）
東
荘
上
代
郷
の
代
官
通
泉
が
納
入
す
べ
き
領
家

年
貢
六
貫
文
を

支
払

う
こ
と
が
で
き
ず
に
、
称
名
寺
が
代
わ
っ
て
料
足
を
負
担
し
、

そ

の

借
用
状

と
し
て
本
書
を
称
名
寺
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
押
書
と
は
将
来
に

お
い
て
履
行
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
契
約
状
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
今
月
中

に
六
貫
文
を
弁
済
す
る
こ
と
、
も
し
未
進
す
る
と
き
は
二
倍
に
し
て
支
払
う
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

約
束
し
た
債
務
契
約
状
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
段
階
で
称
名
寺
は
領
家
年
貢

を
代
納
し
た
の
で
あ
っ
て
、
代
官
通
泉
に
六
貫
文
を
貸
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、

通

泉
が
六
貫
文
を
称
名
寺
に
約
束
通
り
に
返
済
し
た
の
で
、
称
名
寺
は
こ
の
借
用
状

に
二
本
の
墨
線
で
抹
消
し
文
書
と
し
て
の
機
能
を
終
了
さ
せ
た
と
解
釈
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
先
学
の
研
究
で
は
「
称
名
寺
が
最
高
領
主
と
し
て
領
家
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

よ
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
押
書
が
借
用
契

約
状
で

あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
誤
解
で
あ
る
。

　

こ
れ
よ
り
以
前
の
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
三
月
十
日
下
総
国
橘
荘
上
代
郷
田
数

注
文

（金
沢
文
庫
文
書
　
神
二
二
九
五
）
に
、
追
筆
で
「
領
家
毎
年
米
舟
二
石
五
斗

一
合
三
夕
一
才
」
「
銭
六
貫
文
」
と
あ
る
。
ほ
ぼ
同
一
の
文
書
（
神
二
二
九
六
）
に
は
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「
別
田
＋
六
丁
大
内
領
家
年
貢
難
甦
石
五
斗
二
。
三
z
才
」
・
追
筆
さ

れ

て

い

る
。
こ
の
文
書
は
元
亨
二
年
常
陸
国
北
郡
に
あ
っ
た
称
名
寺
領
に
替
え
て
下

総
国
東
荘
上
代
郷
の
田
地
が
給
付
さ
れ
、
幕
府
御
使
と
国
之
使
者
が
派
遣
さ
れ
て
田

地
の

引
渡
し
が
行
わ
れ
た
年
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
領
家
年
貢
を
称
名
寺
と
み
る

こ
と
は
二
重
の
取
り
分
に
な
る
か
ら
あ
り
え
な
い
。
こ
こ
に
み
え
る
「
銭
六
貫
文
」

は
、
明
徳
四
年
押
書
の
「
領
家
御
年
貢
六
貫
文
」
に
一
致
す
る
。
こ
の
点
か
ら
も
京

都
の
領
家
に
京
上
す
べ
き
領
家
年
貢
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
橘
荘
は
別
名

「
東
荘
」
と
あ
り
、
文
治
二
年
の
信
濃
・
越
後
・
下
総
乃
貢
未
済
荘
々
注
文
に
は
「
二

位
大
納

言
」
と
あ
り
、
下
総
親
政
の
関
係
か
ら
兼
実
の
弟
兼
房
に
あ
て
る
説
が
有
力

　
　
　
　
　
（
2
3
）

に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
鎌
倉
期
に
摂
関
家
領
で
あ
っ
た
痕
跡
は
み
え
な
い
。
室

町
期
の

領
家
に

つ
い

て

も
後
考
に
ま
ち
た
い
。
こ
こ
で
は
、
地
頭
称
名
寺
が
鎌
倉
末

か

ら
室
町
期
に
お
い
て
も
領
家
年
貢
を
立
て
替
え
て
お
り
、
そ
の
収
納
・
京
上
に
関

与
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
十
分
で
あ
る
。

［八
幡
宮
領
相
模
国
大
友
荘
の
領
家
年
貢
京
進
］

　
地

頭
職
を
も
つ
円
覚
寺
や
金
沢
称
名
寺
が
領
家
年
貢
を
確
実
に
京
上
し
て
い
た
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
室
町
期
に
お
い
て
東
国
荘
園
の
地
頭
職
で
あ
っ
た
御
家
人
や
武
家

被
官
ら
が
領
家
年
貢
の
京
上
に
関
与
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
武
家

文
書
は
残
存
し
た
例
が
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の
痕
跡
を
み
つ
け
る
こ
と

は

難
し
い
。
大
友
文
書
（
神
四
二
五
一
）
に
つ
ぎ
の
請
取
状
が
あ
る
。

　
請
取
　
用
途
事

　
　
　
合
拾
五
貫
文
者

右
、
八
幡
宮
領
相
模
国
大
友
荘
領
家
御
年
貢
今
年
文
和
弐
分
、
為
地
頭
代
佐
保
入
道
沙

汰
、
所
請
取
如
件

　
　
文
和
武
年
十
二
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
左
衛
門
尉
尚
教
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筑
後
守
秀
顕
（
花
押
）

文
和
二
年
（
一
三
五
三
）
石
清
水
八
幡
宮
領
相
模
国
大
友
荘
の
領
家
年
貢
が
地
頭
代

で

あ
る
佐
保
入
道
に
よ
っ
て
進
納
さ
れ
、
石
清
水
八
幡
宮
側
の
尚
教
・
秀
顕
両
人
が

請
取
状
を
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
両
名
が
石
清
水
八
幡
宮
領
大
友
荘
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
家
政
職
員
で
あ
っ
た
か
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
領
家
年
貢
返
抄
が
基
本
的
に
領
家
側
の
関
係
者
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
て
い

た

点
を
論
証
す
る
史
料
と
し
て
つ
ぎ
の
史
料
を
提
示
し
よ
う
（
大
友
文
書
　
神
四
二

九
一
）
。

　

「
大
友
郷
領
家
年
貢
請
取
状
」

　
　
　
　
領
家
法
印
（
花
押
）

相
模
国
大
友
郷
領
家
方
年
貢
文
和
参
年
分
請
料
内
拾
戴
貫
文
、
且
所
請
取
如
件

　
文
和
三
年
十
二
月
廿
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沙
弥
定
本
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

こ
こ
で
は
大
友
荘
が
大
友
郷
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
領
家
年
貢
の
文
和
三
年
分
を
受

領
し
た
こ
と
を
示
す
請
取
状
で
あ
る
。
石
清
水
八
幡
宮
側
の
領
家
法
印
が
袖
判
を
加

え

た
こ
と
を
明
示
し
て
お
り
、
領
家
袖
判
奉
書
の
請
取
状
で
あ
る
。
沙
弥
定
本
が
預

所
か

給
主

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
領
家
袖
判
預
所
奉
書
の
荘
園
文
書
は
ほ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

に

も
数
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
は
別
に
述
べ
た
。
領
家
年
貢
が
請
料
に
な
っ
て
い
る
か

ら
、
地
頭
請
所
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
定
本
は
延
文
二
年
分
の
年
貢
七
貫

五
百
文
の
請
取
状
を
延
文
三
年
（
一
三
五
七
）
に
も
発
給
し
て
い
る
（
同
、
神
四
三

三
四
）
。

　

こ
の
よ
う
に
室
町
期
の
武
家
が
知
行
地
の
領
家
年
貢
を
京
上
し
て
い
た
こ
と
は
具

体

的
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
が
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
幕
府
法
の
規
定
に

即
し
た
行
動
・
義
務
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
山
内
首
藤
文
書
の
延
文
五
年
（
＝
二
六
〇
）
正
月
廿
三
日
滑
資
綱
譲
状
案
（
神
四

三
六

三
）
に
よ
れ
ば
、
備
後
国
地
砒
荘
・
摂
津
国
小
村
上
荘
・
信
濃
国
下
平
田
郷
・

備
後
国
信
敷
東
方
な
ど
六
ヶ
所
の
地
頭
職
を
嫡
子
通
綱
に
譲
与
し
て
い
る
が
、
「
但
領

家
御
年
貢
京
・
鎌
倉
大
番
以
下
之
御
公
事
者
、
任
田
数
、
無
慨
怠
可
致
其
沙
汰
物
也
」

と
規
定
し
て
い
る
。
茂
木
文
書
の
文
和
二
年
六
月
十
日
茂
木
知
貞
置
文
案
（
神
四
二

三
〇
）
に
も
「
恒
例
・
鎌
倉
乃
御
公
事
井
京
進
之
事
、
口
保
東
西
乃
公
田
仁
配
分
志
天
、
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任
先
例
可
口
口
口
之
条
、
同
前
突
」
と
あ
り
、
や
は
り
京
進
の
年
貢
公
事
を
公
田
に
即

し
て
勤
仕
す
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
武
家
領
に
お
い
て
も
そ
の
領
家
年
貢
が
知
行

人
に

よ
っ
て
京
上
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

［鎌
倉
法
花
堂
領
の
領
家
年
貢
を
め
ぐ
る
将
軍
家
と
鎌
倉
公
方
］

　
で

は
、
将
軍
家
御
料
所
の
領
家
年
貢
京
上
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
頼
朝
・
実
朝
・
政
子
の
鎌
倉
法
花
堂
領
の
荘
園
は
将
軍
家
に
相
承
さ
れ
、

室
町
幕
府
追
加
法
二
五
条
に
い
う
「
武
家
領
之
領
家
職
預
所
等
年
貢
」
に
あ
た
る
も

の

と
考
え
ら
れ
る
。
三
賓
院
文
書
（
神
四
一
六
〇
）
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

「長
尾
右
衛
門
尉
請
文
」

請
申
、
法
花
堂
領
讃
岐
国
東
長
尾
荘
領
家
方
御
年
貢
事
、

右
、
件
御
領
今
年
所
務
事
、
被
仰
付
之
上
者
、
参
百
貫
文
無
解
怠
可
沙
汰
進
候
、
其

　
　
　
　
五
十
貫
、

　
　
　
　
　
　
　
　

六
月
中
、
参
＋
貫
、
九
月
中
、
五
＋
貫
、
十
一
・
十
二
月
中
、
百
七
＋

内
当
進

　
　
　
　
春
分
也

貫
、
可
致
其
沙
汰
候
也
、
若
致
不
法
解
怠
者
、
被
召
放
所
務
、
不
可
申
子
細
候
、
伍
請

文
之
状
如
件

　
　
　
観
応
三
年
四
月
十
三
日
　
　
右
衛
門
尉
保
守
（
花
押
）

こ
れ
は
、
鎌
倉
法
花
堂
領
讃
岐
国
東
長
尾
荘
の
領
家
年
貢
の
所
務
と
年
貢
京
上
を
請

負
っ
た
契
約
文
で
あ
る
。
請
負
代
官
の
右
衛
門
尉
保
守
は
こ
の
文
書
を
醍
醐
寺
三
賓

院
に
提
出
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
領
家
年
貢
は
三
實
院
に
京
上
さ
れ
た
と
み
な
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
こ
の
時
期
、

醍

醐
寺
管
領
の
所
領
と
し
て
鎌
倉
二
位
家
右
大
臣
家
両
法
華
堂
別
当
職
と
寺
領
讃
岐

国
長
尾
造
田
両
荘
、
武
蔵
国
高
田
郷
が
確
認
で
き
る
（
三
宝
院
文
書
　
神
五
二
二
四
）
。

こ
れ
は
も
と
も
と
領
家
職
が
鎌
倉
将
軍
家
に
あ
っ
た
も
の
で
関
東
御
領
の
没
収
に
よ

り
将
軍
足
利
家
に
移
り
、
暦
応
三
年
三
月
廿
二
日
に
将
軍
家
が
随
心
院
に
管
領
を
任

　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

せ

た
こ
と
に
よ
る
。
観
応
二
年
十
一
月
二
日
に
は
義
詮
が
法
花
堂
別
当
職
を
三
賓
院

僧
正
賢
俊
に
安
堵
し
て
い
る
（
三
賓
院
文
書
　
神
四
〇
九
九
）
。
ま
さ
に
関
東
御
領
が

足

利
将
軍
家
に
入
り
、
そ
の
領
家
年
貢
の
一
部
が
将
軍
家
か
ら
三
賓
院
に
寄
進
さ
れ

京
上
さ
れ
た
と
い
え
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
同
じ
法
花
堂
領
相
模
国
三
浦
大
多
和
村
で
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。

つ
ぎ
の
法
花
堂
文
書
（
神
四
四
六
八
）
を
み
よ
う
。

相
模

国
三
浦
大
多
和
村
当
年
領
家
分
年
貢
銭
事
、
為
　
右
大
将
家
法
花
堂
去
年
歳
末

御
霊
供
井
今
年
三
・
三
七
弟
御
蟹
及
盆
料
・
星
所
被
切
下
輿
任
切
符

之
旨
、
可
被
致
沙
汰
之
状
、
依
仰
執
達
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
　

　
貞
治
二
年
七
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
沙
弥
（
花
押
）

　
　
地
頭
殿

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
相
模
国
三
浦
大
多
和
村
の
領
家
年
貢
は
、
法
花
堂
別
当
職
を
管

領
す

る
醍
醐
寺
三
賓
院
に
は
京
上
さ
れ
ず
、
鎌
倉
法
花
堂
で
の
歳
末
御
霊
供
や
三
節

供
・
盆
料
に
当
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
法
花
堂
領
の
領
家

職
の

う
ち
、
讃
岐
国
長
尾
造
田
両
荘
領
家
職
・
武
蔵
高
田
郷
な
ど
一
部
が
足
利
将
軍

家
に

よ
り
随
心
院
・
三
實
院
へ
と
寄
進
相
伝
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
相
模
国
国
三
浦

大

多
和
村
の
領
家
年
貢
は
そ
の
ま
ま
鎌
倉
法
花
堂
に
留
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味

す

る
。
そ
の
際
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
地
頭
に
よ
る
領
家
年
貢
の
徴
収
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。
こ
の
文
書
は
鎌
倉
公
方
の
「
仰
」
を
受
け
て
関
東
管
領
上
杉
憲
顕
が
「
切
下

文
」
を
発
給
し
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
「
切
符
」
に
任
せ
て
地
頭
が
領
家
年
貢
銭
を

納
入
す

る
手
続
き
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
法
花
堂
領
相
模
国
三
浦
大
多
和

村
領
家
年
貢
の
催
促
を
鎌
倉
公
方
が
お
こ
な
い
関
東
管
領
が
施
行
す
る
こ
と
を
意
味

す

る
。
つ
ま
り
、
鎌
倉
公
方
が
法
花
堂
領
関
東
分
の
領
家
職
を
掌
握
し
て
い
た
こ
と

に

な
る
。
こ
れ
は
京
都
公
方
と
鎌
倉
公
方
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
事
例

と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
法
花
堂
領
の
領
家
職
は
関
東
御
領
の
没
収
に
よ
っ
て
鎌
倉
将

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

軍
家
か
ら
足
利
将
軍
家
に
移
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
法
花
堂
領
讃
岐
国
長
尾

造

営
田
両
荘
領
家
職
は
将
軍
家
寄
進
状
に
よ
っ
て
随
心
院
に
寄
進
さ
れ
た
こ
と
か
ら

も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
当
然
、
法
花
堂
領
の
関
東
所
領
分
に
つ
い
て
の
領
家
職
も
足

利
将
軍
家
が

も
っ
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
浦
の
所

領
で

は
現
実
の
領
家
年
貢
の
徴
収
シ
ス
テ
ム
は
、
鎌
倉
公
方
か
ら
関
東
管
領
に
よ
っ

て
切
下
文

ー
切
符
が
地
頭
に
発
せ
ら
れ
て
、
そ
の
領
家
年
貢
銭
が
鎌
倉
で
の
節
供
や
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歳
末
霊
供
な
ど
年
中
行
事
用
途
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
い
い
か
え
れ
ば
、
法
花
堂
領

の

関
東
分
の
中
に
は
年
貢
収
納
が
鎌
倉
府
に
一
任
さ
れ
て
そ
の
収
入
に
な
っ
て
寺
院

の

年
中
行
事
用
途
に
支
出
さ
れ
て
い
た
も
の
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
足

利
将
軍
家
の
御
料
所
の
領
家
職
は
京
都
公
方
か
ら
鎌
倉
公
方
に
委
託
さ
れ
て
お
り
、

そ

の

一
部
が
鎌
倉
で
の
支
出
に
も
ち
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

前
述
の

内
閣
文
庫
所
蔵
諸
国
文
書
に
い
う
「
事
書
条
々
」
の
信
悪
性
が
確
か
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
青
山
文
彦
の
指
摘
は
こ
こ
か
ら
も
論
証
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

［常
陸
国
小
鶴
荘
で
の
地
頭
に
よ
る
京
上
と
幕
府
］

　
で

は
、
本
章
の
最
後
に
幕
府
法
廷
で
の
訴
訟
で
領
家
側
雑
掌
の
返
抄
が
証
拠
文
書

と
さ
れ
た
事
例
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
九
条
家
文
書
（
一
四
五
五
号
）
に
つ
ぎ
の
足

利
直
義
下
知
状
が
残
る
。

　
九
条
前

関
白
家
御
領
常
陸
国
小
鶴
南
荘
雑
掌
貞
祐
与
地
頭
宍
戸
上
野
四
郎
知
連
代

賢
心
相
論
年
貢
事

　
右
如
申
状
者
、
当
荘
者
為
聖
徳
太
子
御
廟
料
所
、
当
家
御
管
領
無
相
違
之
処
、
地

頭
知
連
乍
号
私
請
所
、
年
々
抑
留
無
謂
、
可
糺
返
云
々
、
如
賢
心
陳
状
者
、
年
々
抑

留
之
条
不
実
也
、
且
雑
掌
返
抄
分
明
也
云
々
、
者
当
国
合
戦
異
他
之
間
、
口
唯
自
余

之

由
、
賢
心
所
申
非
無
其
謂
、
当
年
分
遂
結
解
、
有
未
進
者
、
可
令
弁
償
之
状
、
下

知
如
件

　
　
　
康
永
三
年
十
二
月
廿
七
日

　
　
　
　
左
兵
衛
督
源
朝
臣
（
花
押
）

こ
の
文
書
は
、
こ
れ
ま
で
雑
掌
側
は
九
条
家
の
伝
領
を
主
張
し
、
地
頭
側
は
請
所
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

し
て
支
配
し
て
き
た
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
所

務
沙
汰
を
め
ぐ
る
訴
訟
だ
と
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
詳
細
に
み
る
と
、
九
条
家

の

雑
掌
は
地
頭
が
私
請
所
を
号
し
て
年
貢
を
年
々
抑
留
し
て
い
る
の
で
糾
返
す
べ
し
、

と
い
う
年
貢
未
済
問
題
を
幕
府
に
提
訴
し
た
の
で
あ
る
。
地
頭
側
は
陳
状
で
「
雑
掌

返
抄
」
を
根
拠
に
年
貢
抑
留
は
不
実
と
主
張
。
幕
府
は
、
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）

常
陸
で
の
内
乱
激
化
に
よ
る
一
時
的
な
未
進
だ
と
判
決
し
て
、
未
進
分
を
結
解
に
よ
っ

て

弁
償
す
る
よ
う
に
命
じ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
常
陸
国
小
鶴
荘
で
年
貢
未
済
問

題

は
九
条
家
に
よ
っ
て
幕
府
に
提
訴
さ
れ
て
お
り
、
幕
府
は
関
東
の
地
頭
宍
戸
知
連

に

陳
状
の
提
出
を
命
じ
、
そ
の
上
で
足
利
直
義
の
下
知
状
を
発
し
て
結
解
に
よ
る
未

進
額
の
弁
償
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
第
一
に
重
要
な
こ
と
は
、
東
国
荘
園
の

年
貢
未
済
問
題
が
、
康
永
三
年
（
二
二
四
四
）
と
い
う
早
い
段
階
で
、
領
家
側
か
ら

幕
府
に
提
訴
さ
れ
、
関
東
の
地
頭
が
幕
府
法
廷
で
の
訴
陳
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
足
利
直
義
は
地
頭
側
に
領
家
年
貢
未
済
額
の
弁
償
を
命
じ
て
い
た
。
あ
き
ら

か

に

幕
府
権
力
は
東
国
本
所
領
の
領
家
年
貢
京
上
を
保
障
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ

の

足
利
直
義
に
よ
る
判
決
の
二
年
後
に
、
貞
和
二
年
（
二
二
四
六
）
の
追
加
法
二
五

条

「
国
司
領
家
年
貢
対
桿
地
事
」
が
発
布
さ
れ
て
い
る
。
幕
府
法
に
よ
る
年
貢
未
済

問
題
の
処
罰
法
の
確
定
以
前
に
、
す
で
に
個
別
訴
訟
の
中
で
幕
府
は
結
解
沙
汰
に
よ
っ

て

東
国
荘
園
の
領
家
年
貢
未
進
分
の
弁
償
を
命
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
第
二
に
重
要
な
こ
と
は
、
地
頭
宍
戸
氏
が
領
家
九
条
家
の
雑
掌
が
発
給
し
た
返
抄

を
証
拠
文
書
と
し
て
幕
府
法
廷
に
提
出
し
そ
れ
に
よ
り
結
解
沙
汰
の
決
定
が
出
た
こ

と
で
あ
る
。
小
鶴
荘
は
鎌
倉
期
か
ら
す
で
に
「
地
頭
請
所
」
に
な
っ
て
い
た
（
九
条

家
文
書
　
鎌
七
二
五
一
）
か
ら
、
領
家
側
の
主
張
は
戦
乱
に
よ
る
一
時
的
な
領
家
年

貢
未
済
を
契
機
に
下
地
の
半
済
に
持
ち
込
も
う
と
し
て
私
請
所
に
よ
る
年
貢
対
桿
だ

と
主
張
し
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
領
家
雑

掌
が
地
頭
宍
戸
知
連
に
領
家
年
貢
の
「
返
抄
」
を
渡
し
て
お
り
、
地
頭
代
賢
心
は
そ

の

「
雑
掌
返
抄
」
を
康
永
三
年
（
二
二
四
四
）
に
幕
府
法
廷
に
証
拠
文
書
と
し
て
提

出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
直
義
も
地
頭
側
の
主
張
を
「
非
無
其
謂
」
と
認

め
た
。
内
乱
状
況
の
中
で
も
、
領
家
年
貢
は
地
頭
宍
戸
氏
に
よ
っ
て
九
条
家
雑
掌
の

下
に

届
け
ら
れ
て
お
り
、
地
頭
側
は
雑
掌
返
抄
を
証
拠
文
書
と
し
て
保
存
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
か
ら
、
九
条
家
が
雑
掌
を
介
し
て
東
国
荘
園
の
地
頭
に
対
し

て
、
非
法
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
貢
未
済
を
口
実
に
し
て
む
し
ろ
攻
勢
を
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

け
て
い
た
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
地
頭
側
に
と
っ
て
も
自
分
の
立
場
を
法
廷

に

お
い
て
守
る
た
め
に
も
領
家
年
貢
の
返
抄
・
請
取
状
を
保
存
し
て
お
く
こ
と
が
重
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大
事
で
あ
っ
た
。

　
以

上
、
本
章
の
検
討
か
ら
、
東
国
荘
園
に
お
い
て
も
室
町
幕
府
追
加
法
二
五
条
の

前
提
に
そ
っ
て
地
頭
に
よ
り
領
家
年
貢
が
京
上
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い
た

こ
と
が
論
証
し
え
た
と
い
え
よ
う
。
東
国
荘
園
の
地
頭
職
に
あ
っ
た
武
士
層
の
武
家

文
書
は
そ
の
多
く
が
廃
絶
し
文
書
目
録
も
伝
来
し
な
い
が
、
そ
の
多
く
は
大
友
文
書

に

み

え
る
よ
う
に
領
家
年
貢
の
返
抄
・
請
取
状
を
保
存
し
て
い
た
も
の
と
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
東
国
に
お
け
る
領
主
層
に
よ
る
荘
園
侵
略
や
年
貢
押
領
の
み
を
強

調
す
る
こ
と
は
歴
史
の
一
面
化
で
あ
る
。
な
お
、
東
国
荘
園
に
お
け
る
領
家
年
貢
は

地
頭
を
通
じ
て
の
京
上
シ
ス
テ
ム
の
み
に
よ
っ
て
運
上
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

代
官
請
負
制
と
禅
宗
寺
院
領
に
お
け
る
給
主
・
荘
主
制
に
よ
る
領
家
年
貢
京
上
シ
ス

テ

ム

が
機
能
し
て
お
り
、
以
下
、
そ
の
検
討
に
移
ろ
う
。

②
東
国
本
所
領
に
お
け
る
代
官
請
負
制
と
「
武
家
御
沙
汰
」

　
1
、
　
東
国
本
所
領
の
代
官
請
負
と
荘
務
組
織
の
自
立
性

［九
条
家
一
音
院
領
甲
斐
国
志
摩
荘
］

東
国
荘
園
の
中
で
も
っ
と
も
早
い
時
期
に
代
官
請
負
が
み
ら
れ
る
の
は
九
条
家
領
甲

斐
国
志
摩
荘
で
あ
る
。
そ
の
史
料
（
九
条
家
文
書
一
四
五
二
号
）
を
み
よ
う
。

「甲
斐
国
志
摩
庄
山
県
文
雅
丸
請
文
」

請
申
　
　
一
音
院
領
甲
斐
国
志
摩
荘
御
年
貢
事

　
合
参
拾
貫
文
者
京
進
定

　
右
、
当
荘
領
家
職
所
務
事
為
御
代
官
宛
賜
候
上
者
、
毎
年
無
悌
怠
可
令
進
済
候
、

東

国
本
所
領
事
、
武
家
御
沙
汰
落
居
候
者
、
任
本
員
数
可
致
其
沙
汰
候
、
其
間
者
被

仰
下
候
、
以
当
進
分
可
令
進
済
候
、
条
々
若
背
請
文
之
旨
、
難
渋
不
法
之
儀
候
者
、

為
武
家
御
沙
汰
之
、
難
被
処
罪
科
、
更
不
可
申
一
言
之
子
細
候
、
伍
為
後
日
亀
鏡
、

請
文
状
如
件

　
　
永
和
弐
年
十
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
山
縣
文
雅
丸
（
花
押
）

　

こ
の
荘
園
は
永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
に
山
県
文
雅
丸
が
代
官
請
負
人
と
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

京
進

三
〇
貫
文
の
契
約
を
締
結
し
た
。
こ
の
文
書
に
つ
い
て
は
先
稿
で
検
討
し
、
東

国
本
所
領
に
つ
い
て
は
武
家
に
提
訴
し
そ
の
判
決
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
本
員
数
を

納
入
す

る
こ
と
、
領
家
年
貢
に
難
渋
不
法
を
し
た
場
合
に
は
武
家
に
提
訴
し
て
罪
科

に

処
せ

ら
れ
る
規
定
で
あ
り
、
東
国
本
所
領
の
年
貢
京
上
シ
ス
テ
ム
を
国
家
的
に
保

障
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
等
を
論
述
し
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
九
条
家
が

志
摩
荘
の
年
貢
本
員
数
を
め
ぐ
っ
て
幕
府
に
提
訴
し
、
武
家
御
沙
汰
を
待
っ
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
領
家
方
が
東
国
荘
園
の
領
家
年
貢
未
済
問
題
を
幕
府
に
提
訴
し
た
事

例
は
、
先
に
み
た
康
永
三
年
（
＝
二
四
四
）
に
足
利
直
義
の
下
知
状
を
獲
得
し
た
常

陸
小
鶴
荘
で
の
九
条
家
の
例
が
あ
る
か
ら
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ

た
。
東
国
荘
園
の
年
貢
未
済
問
題
を
め
ぐ
る
裁
判
権
は
幕
府
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
二
年
後
に
も
つ
ぎ
に
よ
う
な
請
文
が
九
条
家
に
提
出
さ
れ
て
い

る
（
九
条
家
文
書
一
四
五
三
号
）
。

「
志
摩
荘
請
文
」

請
申
　
一
音
院
甲
斐
国
志
摩
荘
御
年
貢
事

　
　
合
陸
拾
貫
文
者
京
済
定

右
当
荘
領
家
御
方
所
務
職
被
仰
付
之
上
者
、
毎
年
御
年
貢
陸
拾
貫
文
十
月
中
無
解
怠

可
令
進
済
候
、
於
今
年
者
、
以
別
儀
当
進
弐
拾
貫
、
所
相
残
拾
貫
文
歳
内
可
致
其
沙

汰

候
、
条
々
若
背
請
文
之
旨
、
難
渋
不
法
之
儀
候
者
、
被
改
御
代
官
、
於
武
家
難
被

申
行
罪
科
、
更
不
可
申
一
言
子
細
、
伍
為
後
日
亀
鏡
、
請
文
之
状
如
件

　
　
　
永
和
四

年
十
一
月
一
日
　
　
　
土
代
千
代
寿
丸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

請
人
田
福
寺
（
花
押
）

こ
こ
で
の
特
徴
は
、
志
摩
荘
の
領
家
年
貢
額
が
六
〇
貫
文
に
な
り
、
た
っ
た
二
年
間

に

二
倍
に

も
跳
ね
上
が
っ
て
い
る
。
「
条
々
若
背
請
文
之
旨
、
難
渋
不
法
之
儀
候
者
、

被
改
御
代
官
、
於
武
家
難
被
申
行
罪
科
、
更
不
可
申
一
言
子
細
、
伍
為
後
日
亀
鏡
、

請
文
之
状
如
件
」
と
い
う
契
約
文
言
は
二
通
と
も
同
じ
で
あ
る
。
領
家
年
貢
の
京
上

に

難
渋

不
法
が
あ
れ
ば
「
武
家
」
に
よ
っ
て
罪
科
に
処
せ
ら
れ
て
も
異
論
は
な
い
と

し
て
い
る
点
で
は
共
通
し
て
お
り
、
幕
府
に
よ
る
領
家
年
貢
の
保
証
体
制
は
変
わ
り
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無
い
。
た
だ
、
後
者
に
は
「
御
代
官
を
改
め
ら
れ
」
の
文
言
が
入
っ
て
お
り
、
請
人

と
し
て
田
福
寺
の
連
署
が
あ
る
。

　
問
題
は
、
た
っ
た
二
年
間
の
短
期
間
に
な
ぜ
二
通
も
の
請
文
が
作
成
さ
れ
た
の
か

と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
こ
の
点
で
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
二
通
の
文
書
の
料
紙
が
き

わ
め
て
異
質
な
こ
と
で
あ
る
。
原
本
調
査
に
よ
る
と
、
前
者
の
料
紙
は
叩
解
の
よ
い

楮
紙
で

米
子
を
含
ん
だ
い
わ
ゆ
る
檀
紙
で
、
竪
3
4
．
0
×
横
5
0
．
6
と
い
う
南

北

朝
期
の
料
紙
と
し
て
は
標
準
の
大
き
さ
で
あ
り
、
き
わ
め
て
良
質
な
紙
を
用
い
て

か
か

れ
て
い
る
。
文
字
も
事
書
か
ら
年
月
日
ま
で
は
行
書
体
の
能
筆
で
あ
り
赤
墨
系

で

同
筆
で
あ
る
が
、
「
山
懸
文
雅
丸
（
花
押
）
」
は
楷
書
体
で
墨
も
多
少
異
な
り
、
異

筆

と
判
断
し
た
。
九
条
家
文
書
は
「
山
県
又
雅
丸
」
と
す
る
が
原
本
調
査
か
ら
本
文

の

よ
う
に
訂
正
し
た
。

　
他
方
、
二
年
後
の
永
和
四
年
十
一
月
一
日
土
代
千
寿
丸
請
文
（
九
条
家
文
書
一
四

五
三

号
）
は
、
竪
3
0
．
5
×
4
5
．
4
の
楮
紙
で
よ
り
小
さ
い
が
、
こ
の
時
期
の

在
地
文
書
と
し
て
は
通
常
の
大
き
さ
で
あ
る
。
虫
損
も
多
く
、
漉
き
斑
が
あ
り
叩
解

の

不
十
分
な
繊
維
質
が
み
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
杉
原
紙
と
判
断
さ
れ
る
。
薄
墨
で
筆
も
、

事
書
か

ら
土
代
千
寿
丸
ま
で
同
筆
と
判
断
さ
れ
る
。
「
請
人
田
橋
寺
（
花
押
）
」
の
み

　
　
　
　
（
3
1
）

異
筆
で
あ
る
。

　
以
上
の

諸
点
か
ら
、
私
は
前
者
の
場
合
京
都
の
九
条
家
側
が
用
意
し
た
良
質
の
料

紙

を
つ
か
い
、
九
条
家
側
の
右
筆
が
作
成
し
た
文
面
に
代
官
の
文
雅
丸
が
自
署
し
た

も
の
で
、
後
者
は
地
下
の
代
官
千
代
寿
丸
が
自
分
で
用
意
し
た
料
紙
に
自
分
で
文
面

を
書
写
し
、
請
人
の
自
署
を
書
い
て
も
ら
っ
た
も
の
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
前
者
は

「
書
か
さ
れ
た
請
文
」
で
あ
り
、
後
者
は
「
自
発
的
に
作
成
し
た
請
文
」
だ
っ
た
と
考

　
（
3
2
）

え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
前
者
に
は
「
東
国
本
所
領
事
武
家
御
沙
汰
落
居
候
者
、
任
本
員

数
可
致
其
沙
汰

候
、
其
間
者
被
仰
下
候
当
進
分
可
令
進
済
候
」
な
ど
と
い
う
一
代
官

が
知

り
え
な
い
九
条
家
と
幕
府
と
の
訴
訟
内
容
が
書
き
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
か
わ

り
、
請
人
は
副
え
ら
れ
ず
、
年
貢
額
も
九
条
家
の
い
う
三
〇
貫
文
で
あ
っ
た
と
い
わ

ざ
る
を
え
な
い
。
他
方
、
後
者
は
千
代
寿
丸
が
自
発
的
に
作
成
し
九
条
家
の
歓
心
を

誘
う
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
、
年
貢
額
は
倍
の
六
〇
貫
文
に
し
、
「
御
代
官
を
改
め
ら
れ
」

の

文
言
を
加
え
、
請
人
の
連
署
ま
で
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
者
の
作
成
段
階
で
は

「
武
家
御
沙
汰
」
が
「
落
居
」
し
て
お
ら
ず
「
本
員
数
」
は
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
の

で

あ
る
か
ら
、
そ
の
後
、
本
員
数
が
三
〇
貫
文
以
上
六
〇
貫
文
以
下
の
額
に
確
定
し
、

そ
れ
ゆ
え
あ
た
ら
し
い
代
官
請
負
契
約
を
締
結
し
た
い
と
い
う
動
き
が
九
条
家
側
に

発
生

し
、
そ
れ
に
千
代
寿
丸
が
つ
け
こ
ん
で
永
和
四
年
の
請
文
提
出
を
実
現
し
た
も

の

と
考
え
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
本
文
中
で
は
当
年
の
運
上
額
は
二
〇
貫
文
と
さ
れ
、
残
額
一
〇
貫
文

は
別
儀
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
実
際
に
十
一
月
中
に
六
〇
貫
文
に
増
額
し
て
納
入

さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
「
請
人
」
と
い
う
連
帯
保
証
人
に
な
っ
た
「
田
福

寺
」
は
契
約
不
履
行
の
場
合
に
そ
の
定
額
を
保
証
す
る
義
務
を
負
う
か
ら
、
田
福
寺

は
京
と
関
係
が
あ
り
納
所
を
兼
任
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
う
し
た
東
国
荘
園

で
の

請
人

を
介
し
た
領
家
年
貢
の
京
上
事
例
は
、
東
国
荘
園
で
も
応
永
年
間
に
み
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
）

れ

た
こ
と
は
別
に
検
討
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
代
官
請
負
に
よ
る
領
家

年
貢
の
京
上
シ
ス
テ
ム
は
前
章
で
検
討
し
た
地
頭
に
よ
る
年
貢
京
上
体
制
と
は
異
質

で

あ
る
。
そ
の
代
官
請
負
制
が
甲
斐
と
い
う
東
国
荘
園
の
九
条
家
領
で
南
北
朝
期
に

す

で
に

存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
そ
こ
で
領
家
年
貢
の
難
渋
不
法

が

起
き
た
場
合
に
は
武
家
御
沙
汰
と
し
て
幕
府
に
よ
っ
て
処
断
さ
れ
て
年
貢
の
京
上

体
制
が
保
障
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

［下
総
国
葛
西
御
厨
領
家
上
分
物
の
京
上
］

　
代
官
請
負
に
よ
る
年
貢
京
上
は
伊
勢
神
宮
領
の
御
厨
で
も
み
ら
れ
た
。
康
永
二
年

（
一
三

四
二
）
十
月
十
三
日
妙
円
神
税
上
分
送
状
写
（
鏑
矢
伊
勢
宮
方
記
　
千
葉
県
史

県
外
史
料
五
〇
九
）
を
み
よ
う
。

　
下
総
国
葛
西
御
厨
神
税
御
上
分
物
井
先
例
御
公
事
等
之
代
銭
合
栢
伍
十
参
貫
文
、

且
槌
進
上
仕
候
、
当
年
ハ
か
ん
は
ち
と
申
、
度
々
の
洪
水
二
候
之
間
、
諸
郷
難
渋
二

候
を
、
催
役
し
あ
つ
め
、
其
外
ハ
入
部
ら
う
米
分
二
仕
候
、

一
地
頭
御
方
へ
恒
例
御
き
た
う
千
度
御
祓
の
箱
ハ
惜
二
進
上
仕
候
、
伍
送
状
如
件
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伊

勢糠
竃
籠
締
中
　
沙
弥
妙
円
在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

こ
れ
は
、
下
総
国
葛
西
御
厨
で
康
永
二
年
（
一
三
四
二
）
沙
弥
妙
円
が
神
税
上
分
物

と
公
事
の
代
銭
一
五
三
貫
文
を
伊
勢
神
宮
の
櫟
木
氏
に
送
っ
た
送
状
で
あ
る
。
こ
の

葛
西
御
厨
で
は
、
領
家
口
入
職
が
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）
三
月
五
日
に
外
宮
禰
宜

度
会
行
文
か
ら
権
禰
宜
国
行
神
主
に
譲
与
さ
れ
「
毎
年
令
全
二
宮
神
税
上
分
之
勤
、

為
恒
例
可
致
天
下
御
祈
者
也
」
（
同
　
千
葉
県
史
県
外
史
料
五
〇
八
）
と
あ
る
ご
と
く
、

神
税
上
分
の
調
進
と
天
下
祈
祷
を
行
っ
て
い
た
。
彼
は
、
貞
和
三
年
（
二
二
四
七
）

四
月
廿
日
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
康
永
二
年
の
段
階
で
葛
西

御
厨
の
領
家
口
入
職
は
、
権
禰
宜
国
行
神
主
の
手
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
宛
名
の

櫟
木
は
こ
の
度
会
家
の
仮
名
で
あ
り
、
葛
西
御
厨
の
ほ
か
に
下
総
国
相
馬
御
厨
、
遠

江
国
鎌
田
御
厨
の
領
家
口
入
職
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
櫟
木
文
書
か
ら
知
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
領
家
口
入
職
の
度
会
姓
櫟
木
家
に
上
分
物
と
公
事
銭
を
進
上
し
た
沙

弥
妙
円
と
は
、
領
家
年
貢
の
京
上
を
請
負
っ
た
代
官
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
送
状
写
に

も
ど
れ
ば
、
彼
は
在
地
で
の
早
越
や
度
々
の
洪
水
の
中
で
「
参
十
三
郷

杜鑓
」
と
い
わ
れ
た
藷
郷
L
が
上
分
の
収
納
を
「
讐
」
・
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
催
促
し
て
集
め
一
五
三
貫
文
の
み
を
京
上
し
、
「
其
外
」
は
妙
円
自
身
が
御
厨
へ

「
入
部
」
し
た
と
き
の
「
ら
う
米
」
‖
根
米
・
路
米
と
し
て
自
分
が
受
領
し
た
こ
と
を

報
告
し
て
い
る
。
し
か
も
度
会
国
行
か
ら
預
か
っ
た
祈
祷
千
度
御
祓
の
箱
を
地
頭
方

に
届
け
た
こ
と
を
併
せ
て
報
告
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
沙
弥
妙
円
が
葛
西
御
厨
の
諸

郷
の

中
を
徴
税
し
て
歩
き
そ
れ
を
伊
勢
神
宮
ま
で
運
ぶ
請
負
代
官
で
あ
り
、
南
北
朝

期
の
東
国
御
厨
か
ら
着
実
に
領
家
上
分
料
が
京
上
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
と
き
、
領
家
の
御
師
と
檀
那
関
係
に
あ
っ
た
地
頭
方
と
は
だ
れ
か
不
明
で
あ

る
が
、
応
永
三
年
七
月
廿
三
日
管
領
斯
波
義
将
奉
書
（
上
杉
家
文
書
　
同
五
一
四
）

等
に
よ
れ
ば
、
至
徳
～
応
永
に
か
け
て
葛
西
御
厨
内
の
下
辛
嶋
と
刑
部
太
輔
入
道
道

弥
跡
（
憲
春
）
が
上
杉
安
房
入
道
道
合
（
憲
方
）
・
安
房
守
憲
定
ら
の
知
行
地
で
あ
っ

た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
関
東
管
領
上
杉
家
と
葛
西
御
厨
領
家
口
入
職

の

外
宮
禰
宜
度
会
姓
櫟
木
家
が
、
御
祓
札
配
り
で
結
ば
れ
た
御
師
と
檀
那
関
係
に
あ
っ

た
も
の
と
み
て
ま
ち
が
い
な
か
ろ
う
。
領
家
年
貢
の
京
上
や
御
師
ー
檀
那
関
係
に
よ
っ

て

領

家
と
地
頭
は
協
調
関
係
に
あ
っ
た
側
面
も
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
室
町
期

の

地
頭
が
荘
園
侵
略
ば
か
り
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
こ
の
史
料
か

ら
も
伺
わ
れ
る
。

　
2
、
禅
宗
寺
院
領
の
院
主
・
給
主
制
に
よ
る
領
家
年
貢
京
上
シ
ス
テ
ム

　
新
田
英
治
は
京
都
周
辺
の
権
門
の
東
国
所
領
が
単
純
に
失
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

東
国
所
領
と
西
国
所
領
の
相
博
の
現
象
を
取
り
上
げ
、
中
世
後
期
の
東
国
荘
園
に
お

い

て

年
貢
収
納
そ
の
も
の
が
不
可
能
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
流
通
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
卵
）

程
の

切

断
に
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
重
要
な
問
題
提
起
を
し
て
い
る
。
そ
の
視
点
か

ら
南
北
朝
期
の
東
国
荘
園
に
お
け
る
年
貢
京
上
シ
ス
テ
ム
を
再
検
討
す
る
と
き
、
禅

宗
寺
院
領
に
お
け
る
給
主
・
荘
主
制
は
地
頭
制
や
代
官
請
負
制
と
並
ぷ
社
会
シ
ス
テ

ム

で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
下
、
そ
の
検
討
に
移
ろ
う
。

［海
蔵
院
領
信
濃
国
太
田
荘
の
院
主
と
荘
務
組
織
］

　
近
衛
家
領
で

あ
っ
た
信
濃
国
太
田
荘
は
暦
応
二
年
（
一
三
三
九
）
七
月
十
九
日
に

近
衛
基
嗣
に
よ
っ
て
東
福
寺
海
蔵
院
に
寄
進
さ
れ
（
海
蔵
和
尚
紀
年
録
　
　
『
信
濃
史

料
』
5
巻
四
〇
七
頁
、
以
下
信
五
ー
四
〇
七
と
略
記
）
、
至
徳
二
年
（
一
三
八
五
）
十

一
月
七
日
足
利
義
満
が
海
蔵
院
の
領
家
職
を
安
堵
し
て
い
る
（
海
蔵
院
文
書
　
信
七
ー

一
四
五
）
。
本
家
は
近
衛
家
、
領
家
は
東
福
寺
海
蔵
院
、
地
頭
は
島
津
氏
と
い
う
関
係

が

で

き
た
。
こ
の
段
階
で
本
家
職
と
し
て
の
近
衛
家
が
ど
の
よ
う
な
権
限
を
保
持
し

た
か
は
今
後
の
検
討
課
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
こ
の
禅
宗
寺
院
の
東
福
寺
領
と

な
っ
た
こ
の
荘
園
の
領
家
年
貢
は
ど
の
よ
う
に
京
上
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
海
蔵
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

文
書
「
至
徳
元
年
十
一
月
十
五
日
太
田
荘
年
貢
納
下
帳
」
を
み
よ
う
。

　
　
「麓
注
文
年
貢
運
上
至
徳
元
年
押
分
」

　
　
太
田

荘
年
貢
納
下
注
文

　
　
　
納
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一
氏
村
名
五
十
貫
文
　
一
押
切
中
在
家
八
貫
文

　
　盒
＋
八
蔓
議
㌍
羅
文

　
　
　
下

三

＋
六
蔓
認
賃
聖
瀕
上
洛
時
運
上
之

＋
貫
文
二
鷺
齢
㌦
魏
賜
杁
聾
之
定

七
貫

吾
文
鑛
鑛
概
鮮
璽
麗
護
欝

　
　都
盒
＋
三
貫
吾
文
酬
籠
護
裂

二
＋
八
貫
八
百

譲
麗
罐
闘
蛛
賃

　
　
　
惣
都
合
捌
拾
弐
貫
文
三
百
文

　
　
　
至
徳
元
年
十
一
月
十
五
日
　
　
　
　
勝
洗
（
花
押
）

　
納
下
注
文
と
は
収
入
と
支
出
を
記
録
し
た
結
解
状
・
算
用
状
と
も
よ
ば
れ
た
決
算

　
　
　
　
（
3
7
）

書
類
で

あ
る
。
日
下
の
花
押
は
、
東
福
寺
海
蔵
院
主
虎
渓
勝
洗
と
確
認
さ
れ
て
い
る
。

院
主
み
ず
か
ら
信
濃
太
田
荘
の
算
用
状
を
作
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
こ
こ
か
ら
負
担
体
系
に
つ
い
て
判
明
す
る
事
実
を
整
理
し
よ
う
。
第
一
に
、

海
蔵
院
の
領
家
職
は
下
地
に
沙
汰
付
さ
れ
、
氏
村
名
と
押
切
在
家
の
二
ヶ
所
と
南
郷

に

指
定
さ
れ
、
名
・
在
家
か
ら
五
十
八
貫
文
、
南
郷
か
ら
四
二
貫
文
と
領
家
年
貢
額

が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
至
徳
元
年
分
と
し
て
は
南
郷
分
が
「
押
領
」
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
領
家
職
が
南
郷
・
氏
村
名
・
押
切
在
家
の
三
ヶ
所
に
下
地

化

さ
れ
、
総
計
百
貫
文
の
請
切
年
貢
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
鎌
倉

期
の
太
田
荘
の
荘
園
制
と
は
大
き
な
差
異
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
鎌
倉
期
の
領
家

年
貢
は
「
神
代
郷
分
十
疋
内
い
ま
は
八
疋
、
代
廿
貫
文
、
な
か
を
村
十
二
貫
文
、
つ

の

の

か

う
本
は
八
疋
、
い
ま
は
あ
つ
か
そ
わ
よ
の
の
ち
は
五
疋
代
十
二
貫
五
百
文
」

（島
津
家
文
書
　
鎌
二
二
三
七
八
）
と
い
う
よ
う
に
、
神
代
郷
・
津
野
郷
．
中
尾
村
な

ど
荘
園
内
の
郷
村
ご
と
に
領
家
年
貢
額
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
地
頭
と
領
家
の
取
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分
が

重

層
的
に
併
存
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
室
町
期
の
代
官
請
負
制
で
は
、
太

田
荘
領
家
職
は
下
地
が
氏
村
名
・
押
切
在
家
・
南
郷
と
い
う
領
家
方
の
名
．
在
家
．

郷
に

沙
汰
付

1
1
特
定
さ
れ
て
お
り
、
下
地
が
本
所
領
と
し
て
確
定
し
て
お
り
、
領
家

の

荘
務
権
は
こ
の
本
所
領
の
み
に
限
定
さ
れ
庄
内
全
域
の
郷
村
へ
は
及
ば
な
く
な
っ

て

い
た

の

で

あ
る
。
こ
れ
こ
そ
、
領
家
職
の
下
地
化
と
概
念
化
で
き
よ
う
。

　
第
二
は
郷
・
名
・
在
家
か
ら
の
収
入
五
十
三
貫
文
五
百
文
と
は
別
に
、
年
間
二
十

八
貫
八
百
文
の
別
収
入
が
海
蔵
院
に
運
上
さ
れ
て
い
る
。
「
瓶
代
」
と
あ
る
か
ら
酒
‖

祝
儀
代
で
あ
る
。
公
事
は
皆
が
共
同
で
負
担
す
る
祝
と
し
て
賦
課
さ
れ
階
級
対
立
を

緩
和
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
私
は
こ
れ
こ
そ
室
町
期
に
お
け
る
公
事
の
銭
納
化

を
示
す
も
の
と
考
え
る
。
荘
園
年
貢
・
公
事
・
夫
役
と
い
う
負
担
体
系
の
枠
組
み
が

変
化

し
、
荘
園
公
事
が
領
家
年
貢
と
一
体
化
し
つ
つ
あ
っ
た
現
象
と
考
え
る
べ
き
で

　
　
（
3
9
）

あ
ろ
う
。

　
で

は
、
こ
う
し
た
負
担
を
京
上
し
え
た
荘
務
組
織
の
特
徴
に
つ
い
て
整
理
し
よ
う
。

第
一
は
、
算
用
状
を
作
成
し
た
院
主
勝
洗
は
、
「
所
残
四
貫
五
井
百
文
、
給
代
貫
二
人

之

定
」
と
記
載
し
て
い
る
ご
と
く
、
太
田
荘
に
代
官
を
任
命
し
給
分
を
そ
こ
か
ら
支

出
し
て
い
た
。
室
町
期
の
荘
園
制
下
で
、
給
主
・
荘
主
や
代
官
が
補
任
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
、
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
禅
宗
寺
院
領
で
は
寺
僧
を
寺
領
荘
園
ご
と
の
給
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

や

荘
主
に

任
命
し
、
そ
の
経
営
を
請
負
わ
せ
て
い
た
。
東
国
荘
園
に
お
い
て
も
東
福

寺
海
蔵
院
は
院
主
み
ず
か
ら
荘
園
経
営
の
算
用
に
従
事
し
て
、
現
地
に
代
官
を
派
遣

し
荘
園
収
納
と
現
地
で
の
支
出
で
あ
る
下
行
分
を
管
理
し
て
い
た
。
い
わ
ば
直
務
体

制
を
敷
い
て
い
た
と
い
え
る
。

　
第
二
は
、
領
家
年
貢
の
運
上
の
た
め
に
、
院
主
は
代
官
と
は
別
に
使
者
僧
を
頻
繁

に

往
来
さ
せ
て
領
家
年
貢
の
運
上
に
あ
た
っ
て
い
る
。
聖
瀬
は
一
度
上
下
し
上
洛
し

た

時
三
十
六
貫
文
を
運
上
し
た
。
聖
艶
は
二
度
も
上
洛
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
に
も

使
者
が
一
度
京
都
と
田
舎
を
往
反
し
て
お
り
、
合
計
で
四
度
の
都
鄙
往
来
に
よ
っ
て

根
物
と
し
て
七
貫
五
百
文
を
支
出
し
た
の
で
あ
る
。
別
収
入
と
な
っ
た
瓶
代
の
運
上

で

も
夫
賃
と
し
て
四
貫
五
百
文
支
出
し
て
い
た
。
こ
の
夫
賃
は
、
荘
園
人
夫
に
よ
る

京
上
で
の
料
足
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
給
主
・
院
主
制
の
下
で
は
、
京
都
と
田
舎

を
結
び
使
者
・
代
官
の
派
遣
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
使
者
の
往
来
経
費
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は
、
領
家
年
貢
か
ら
の
必
要
経
費
と
し
て
支
出
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
も
鎌
倉
期
荘
園
制
下
で
の
地
頭
請
と
は
大
き
な
相
違
点
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
鎌
倉
期
太
田
荘
の
地
頭
請
で
は
、
地
頭
代
官
職
に
任
命
さ
れ
た
薄
葉
景
光
が

「
領
家
年
貢
弐
拾
玖
貫
五
百
文
　
神
代
郷
井
中
尾
分
也
」
を
京
上
し
て
納
入
し
て
い
た

（島
津
家
文
書
　
鎌
二
二
三
九
二
）
。
領
家
方
の
運
上
組
織
は
不
要
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
室
町
期
荘
園
制
で
は
、
領
家
方
の
荘
務
と
運
上
の
た
め
に
、
本
所
側
雑
掌
の
ほ

か

に

給

主
・
代
官
・
使
者
ら
の
派
遣
が
不
可
欠
で
高
額
の
根
物
が
必
要
経
費
に
な
っ

て

い

た
。
こ
れ
ま
で
室
町
期
の
代
官
請
負
制
は
、
宮
川
説
・
永
原
説
と
も
に
領
家
の

荘
務
放
棄
だ
と
評
価
し
て
い
る
が
、
東
国
荘
園
の
領
家
方
郷
村
を
統
治
す
る
た
め
に

地
頭
請
時
代
よ
り
も
都
鄙
間
を
結
ぷ
独
自
の
荘
務
組
織
を
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
点
か
ら
も
室
町
期
の
領
家
年
貢
が
再
版
荘
園
制
下
で
徴
収
さ
れ
て
い

た

も
の
と
い
え
よ
う
。

　
第
三

は
、
納
下
状
に
は
国
下
行
と
し
て
「
二
宮
方
」
に
「
点
心
引
物
代
」
と
「
蝋

燭

代
」
と
し
て
合
計
十
貫
文
が
支
出
さ
れ
て
お
り
、
現
地
で
の
荘
務
組
織
か
ら
二
宮

方
へ
の
支
出
分
が
領
家
に
よ
っ
て
公
認
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
二
宮
方
は
守
護
代
二
宮

信
濃
守
氏
泰
で
あ
る
（
市
河
文
書
　
信
七
ー
一
五
一
）
か
ら
、
領
家
年
貢
か
ら
守
護

代
へ
礼
銭
が
支
払
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
領
家
と
守
護
代
は
協
力
関
係
に

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
問
題
は
領
家
方
南
郷
に
つ
い
て
も
「
二
宮
方
へ
押
領
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

と
あ
る
。
稲
垣
泰
彦
は
、
二
宮
種
氏
に
よ
る
太
田
荘
年
貢
の
押
領
と
理
解
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
解
釈
は
再
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
領
家
年
貢
の
京
上
シ
ス

テ

ム

に

と
っ
て
、
守
護
・
守
護
代
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
か

と
い
う
問
題
で
あ
る
。

［太

田
荘
に
お
け
る
武
家
御
沙
汰
と
守
護
権
力
］

　
で

は
、
南
北
朝
期
に
太
田
荘
領
家
年
貢
の
京
上
シ
ス
テ
ム
で
幕
府
や
守
護
・
守
護

代
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て
い
た
の
か
具
体
的
に
検
討
し
よ
う
。

　
納
下
帳
で
領
家
方
と
さ
れ
た
南
郷
は
鎌
倉
期
か
ら
島
津
氏
の
所
領
と
し
て
み
え
、

南
北
朝
期
に
な
っ
て
も
南
郷
は
島
津
師
久
・
伊
久
と
本
宗
島
津
氏
に
相
伝
さ
れ
、
長

沼

島
津
氏
の
所
領
で
あ
っ
た
（
島
津
家
文
書
　
貞
治
六
年
三
月
五
日
島
津
師
久
所
領

配
分
目
録
）
。
至
徳
四
年
に
は
長
沼
太
郎
が
村
上
中
務
大
輔
入
道
、
小
笠
原
信
濃
入
道
、

高
梨
薩
摩
守
ら
と
国
人
一
揆
を
結
び
在
国
中
の
守
護
代
二
宮
信
濃
守
子
息
余
一
と
合

戦
に

及
ん

で

い

る
（
市
河
文
書
、
信
七
ー
一
七
八
）
。
こ
の
時
期
、
管
領
斯
波
義
将
は

信
濃
守
護

を
拝
領
し
守
護
代
二
宮
氏
を
現
地
に
派
遣
し
て
お
り
、
こ
の
守
護
権
力
が

領
家
方
南
郷
を
押
領
す
る
長
沼
島
津
氏
と
連
合
す
る
国
人
一
揆
と
対
時
す
る
と
い
う

構

図
に
な
っ
て
い
た
。
海
蔵
院
の
領
家
職
を
守
ろ
う
と
す
る
幕
府
・
管
領
・
守
護
・

守
護
代
の
権
力
は
領
家
年
貢
の
沙
汰
を
保
証
す
る
権
力
で
あ
り
、
領
家
方
の
所
領
と

さ
れ
た
南
郷
を
押
領
す
る
国
人
島
津
氏
こ
そ
が
国
人
一
揆
に
よ
る
支
援
を
必
要
と
し
、

荘
園
領
主
や
幕
府
守
護
・
守
護
代
と
対
決
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
応
永
六

年
に
は
島
津
太
郎
国
忠
が
守
護
代
官
と
し
て
入
部
し
た
小
笠
原
長
秀
と
合

戦
に
及
ん
で
い
る
（
市
河
文
書
　
応
永
七
年
四
月
廿
一
日
市
河
興
仙
軍
忠
状
　
信
七
－

三
五
六
）
。
こ
こ
で
も
南
郷
を
所
領
と
す
る
長
沼
郷
の
国
人
島
津
太
郎
国
忠
は
反
守
護

と
し
て
戦
闘
に
及
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
島
津
太
郎
国
忠
が
領
家
年
貢
に
対
し

て

ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
ん
で
い
た
か
を
示
す
興
味
深
い
史
料
が
海
蔵
院
文
書
に
残
っ

　
　
（
4
2
）

て

い
る
。

①
海
蔵
院
雑
掌
申
、
信
濃
国
太
田
荘
領
家
職
事
、
訴
状
具
書
如
此
、
早
退
押
領
人
、

可
被
全
雑
掌
所
務
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
伍
執
達
如
件
　
　
　
　
　
（
畠
山
基
国
）

　
　
応
永
七
年
三
月
十
六
日
　
　
　
　
　
沙
弥
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
ホ
　

　
小
笠
原
信
濃
守
殿

②
海
蔵
院
雑
掌
申
、
当
国
太
田
荘
領
家
職
之
事
、
任
去
三
月
十
六
日
御
教
書
旨
、
可

被
沙
汰
付
雑
掌
状
如
件

　
　
応
永
七
年
七
月
十
九
日
　
　
　
　
　
信
濃
守
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
お
ぶ
　

小
笠
原
櫛
置
石
見
入
道
殿

③
海
蔵
院
雑
掌
申
、
当
国
太
田
荘
領
家
職
事
、
打
渡
申
候
了
、
状
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
ス
む
　

　
応
永
七
年
七
月
廿
六
日
　
　
　
　
　
沙
弥
（
花
押
）

　
　
島
津
殿
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こ
の
三
通
の
文
書
か
ら
、
ま
ず
第
一
に
、
太
田
荘
領
家
年
貢
が
「
押
領
」
さ
れ
領
家

海
蔵
院
雑
掌
が
幕
府
に
「
訴
状
具
書
」
を
提
出
し
、
管
領
か
ら
信
濃
守
護
小
笠
原
長

秀
に
幕
府
御
教
書
が
出
さ
れ
領
家
雑
掌
の
所
務
が
保
障
さ
れ
た
。
こ
こ
で
も
年
貢
押

領
問
題
が
幕
府
の
裁
判
管
轄
下
に
な
り
武
家
御
沙
汰
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
二
に
、
雑
掌
に
よ
る
所
務
を
保
障
す
る
た
め
の
幕
府
の
下
知
は
、
幕
府
管
領
奉
書

（将
軍
家
御
教
書
）
①
に
よ
り
守
護
小
笠
原
長
秀
に
命
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
信
濃

守
護
遵
行
状
②
に
よ
り
守
護
代
小
笠
原
清
忠
に
命
じ
ら
れ
、
守
護
代
施
行
状
③
に
よ

り
国
人
島
津
氏
に
「
打
渡
」
を
命
じ
て
い
る
。
幕
府
の
領
家
年
貢
対
桿
停
止
命
令
は
、

管
領
ー
信
濃
守
護
ー
守
護
代
1
国
人
と
い
う
ル
ー
ト
で
執
行
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
こ
そ
が
年
貢
を
難
渋
不
法
の
場
合
に
は
武
家
御
沙
汰
に
よ
り
押
領
人
を
罪
科
に

処
す

る
行
政
執
行
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
遵
行
に
対
し
て
島
津
氏
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

こ
の
僅
か
二
ヶ
月
後
の
応
永
七
年
九
月
十
日
に
は
著
名
な
大
塔
合
戦
が
勃
発
し
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

一
揆
側
に

島
津
氏
が
参
加
し
て
い
る
。
太
田
荘
で
領
家
年
貢
の
「
押
領
人
」
は
島
津

氏
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
島
津
太
郎
国
忠
は
前
年
の
応
永
六
年
段
階
か
ら

守
護
方
と
し
て
入
部
し
た
長
秀
と
戦
闘
に
及
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
か

ら
、
太
田
荘
に
お
い
て
領
家
年
貢
対
桿
問
題
は
、
領
家
雑
掌
に
よ
っ
て
幕

府
に
提
訴
さ
れ
、
幕
府
の
武
家
御
沙
汰
が
出
さ
れ
た
こ
と
、
そ
の
武
家
御
沙
汰
は
幕

府
－
守
護
－
守
護
代
－
国
人
と
い
う
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
「
押
領
人
」
を
罪
科
に
処
す

る
強
制
執
行
が
行
わ
れ
、
実
際
に
社
会
的
効
力
を
発
揮
・
機
能
し
た
。
こ
れ
こ
そ
、

東
国
本
所
領
の
領
家
年
貢
京
上
シ
ス
テ
ム
が
武
家
御
沙
汰
に
よ
っ
て
国
家
的
保
障
を

受
け
て
い
た
こ
と
を
論
証
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
事
実
は
、
九
条
家
領
甲
斐

国
志
摩
荘
に
み
ら
れ
た
「
若
背
請
文
之
旨
難
渋
不
法
之
儀
候
者
為
武
家
御
沙
汰
難
被

処
罪
科
更
不
可
申
一
言
之
子
細
候
」
と
の
契
約
が
信
濃
太
田
荘
に
お
い
て
も
現
実
に

機
能

し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
室
町
期
再
版
荘
園
制
は
将
軍
．
守
護
権
力
と

本
所
領
家
と
の
一
体
化
と
い
う
国
家
的
保
証
の
下
で
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
う

し
た
条
件
の
な
い
荘
園
で
は
領
家
年
貢
の
京
上
は
あ
り
え
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
信
濃
の
管
轄
は
鎌
倉
府
と
幕
府
の
間
で
政
治
情
勢
に
よ
っ
て
移
動
し
て
い
た
が
、

領
家
年
貢
対
桿
や
未
済
問
題
は
幕
府
料
国
か
鎌
倉
府
管
轄
国
か
と
は
無
関
係
に
「
武

家
御
沙
汰
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
つ
ぎ
の
武
蔵
の
場
合
を
み
れ
ば
よ
り
明
白
に
な

る
。［東

福
寺
領
武
蔵
国
船
木
田
荘
の
領
家
方
郷
村
支
配
シ
ス
テ
ム
］

　
武
蔵
国
船
木
田
荘
は
清
水
正
健
『
荘
園
志
料
』
に
も
記
載
が
な
く
、
杉
山
博
が
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

料
紹
介

と
基
本
的
事
実
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
鎌
倉
初
期
に
は
本

荘
・
新
荘
と
も
九
条
家
領
の
地
頭
請
所
で
あ
り
新
荘
は
一
条
実
経
に
相
伝
さ
れ
、
建

武
元
年
二
月
十
七
日
一
条
経
通
は
新
荘
を
東
福
寺
に
寄
進
。
本
荘
は
九
条
忠
家
に
分

割
相
続
さ
れ
た
が
、
至
徳
二
年
に
は
本
荘
も
東
福
寺
領
に
な
っ
た
。
南
北
朝
期
に
東

福
寺
は
建
存
・
継
徳
・
長
満
ら
給
主
を
派
遣
し
て
荘
務
を
と
ら
せ
た
が
、
鎌
倉
府
は

守
護
勢
力
を
浸
透
さ
せ
、
守
護
上
杉
氏
の
力
を
か
り
な
け
れ
ば
寺
領
年
貢
も
徴
収
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
守
護
の
下
で
郷
村
に
入
部
し
た
の
は
平
山
・
大
石
・
梶

原

ら
な
ど
武
蔵
武
士
で
あ
り
、
上
杉
禅
秀
の
乱
な
ど
で
は
南
一
揆
を
結
び
船
木
田
荘

の

荘
園
体
制
の
破
棄
に
つ
と
め
、
延
徳
二
年
目
録
に
は
荘
名
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が

有
名
無
実
に
な
っ
て
い
た
、
と
す
る
。
こ
れ
が
室
町
期
東
国
荘
園
の
一
般
的
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
定
着
し
た
。
最
近
で
は
自
治
体
史
編
纂
に
よ
っ
て
天
野
毛
利
文
書
な
ど
か

ら
由
比
郷
が
荘
内
に
あ
り
由
比
牧
と
船
木
田
荘
と
の
関
係
、
応
永
廿
三
年
大
般
若
経

奥
書

に
「
武
州
多
西
郡
横
山
船
木
多
新
荘
小
比
企
郷
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
横
山
荘
と

の

関
係
な
ど
が
検
討
さ
れ
、
鎌
倉
期
に
庄
内
木
切
沢
郷
の
平
忠
綱
、
由
井
本
郷
の
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

野
氏
の
存
在
な
ど
が
解
明
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
船
木
田
荘
研
究
で
は
、

建
武
・
応
安
年
間
の
室
町
幕
府
の
荘
園
政
策
立
法
に
よ
る
再
版
荘
園
制
の
制
度
改
革

や

武
家
御
沙
汰
を
位
置
付
け
て
い
な
い
た
め
、
天
野
氏
や
平
山
・
梶
原
氏
ら
武
家
被

官
層
の
郷
村
知
行
と
東
福
寺
の
領
家
職
に
よ
る
郷
村
支
配
と
が
混
同
さ
れ
て
理
解
さ

れ
て

お
り
、
寺
家
に
よ
る
守
護
権
力
へ
の
依
存
性
が
強
調
さ
れ
、
領
家
方
の
郷
村
支

配
が

ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
て
き
た
。
以
下
、
そ
の
再
検
討
に
移
ろ
う
。
基
本
史
料
と

さ
れ
な
が
ら
そ
の
基
本
的
性
格
が
確
定
さ
れ
な
い
ま
ま
利
用
さ
れ
て
き
た
史
料
が
つ
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ぎ
の
三
点
で
あ
る
。

①

文
和
三
年
閏
十
月
廿
一
日
船
木
田
荘
年
貢
代
付
物
送
文
（
東
福
寺
文
書
四
九
四
）

②

貞
治
二
年
十
二
月
十
九
日
船
木
田
荘
年
貢
算
用
状
（
同
四
九
五
）

③
至
徳
二
年
十
二
月
廿
五
日
船
木
田
荘
年
貢
算
用
状
（
同
四
九
六
）

こ
れ
ら
は
同
じ
領
家
年
貢
の
関
係
史
料
で
あ
る
が
そ
れ
ぞ
れ
史
料
の
歴
史
的
性
格
が

異

な
っ
て
い
る
。
ま
ず
①
に
つ
い
て
み
よ
う
。

「
船
木
田
送
文
　
文
和
三
　
十
一
　
々
到
」

送
進

　
船
木

田
荘
年
貢
代
付
事

　
　
　
合

五
貫
試
百
文
　
　
絹
四

三
貫
陸
百
文
　
　
絹
三

一
貫
試
百
文
　
　
小
袖
一

　
以
上
拾
貫
文

右
送
文
如
件

　
　
壬
十
月
廿
一
日
　
　
建
存
（
花
押
）

　

こ
の
文
書
は
、
建
存
が
船
木
田
荘
年
貢
を
京
都
東
福
寺
に
送
っ
た
送
文
で
あ
る
。

東
福
寺
が
船
木
田
荘
の
給
主
に
建
存
を
任
命
し
年
貢
京
上
に
あ
た
ら
せ
て
い
た
こ
と

が

わ
か
る
。
こ
う
し
た
新
体
制
の
開
始
が
い
つ
か
ら
か
興
味
深
い
史
料
が
、
貞
和
三

年
（
＝
二
四
七
）
東
福
寺
領
諸
荘
園
文
書
目
録
（
東
福
寺
文
書
三
九
八
）
で
あ
る
。

そ

こ
に
一
条
家
領
船
木
田
新
荘
と
し
て
コ
通
正
　
御
寄
進
状
一
条
家
　
建
武
元
年

二
月
十
七
日
」
「
一
巻
四
通
　
折
都
寺
結
解
状
同
三
十
二
」
と
あ
る
。
建
武
元
年
三
月

十
二
日
に
は
新
荘
が
東
福
寺
領
と
な
っ
て
お
り
、
折
都
寺
と
よ
ぷ
禅
僧
が
給
主
に
任

命
さ
れ
領
家
年
貢
に
つ
い
て
の
結
解
状
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
文
和
三

年

（
一
三
五

四
）
の
送
文
は
、
こ
の
給
主
折
都
寺
に
よ
る
建
武
元
年
結
解
状
の
延
長

線
上
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
武
蔵
船
木
田
荘
の
領
家
年
貢
は
建
武
元
年
か
ら

貞
和
三
年
に
か
け
て
給
主
に
よ
っ
て
京
上
さ
れ
る
体
制
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。　

こ
の
送
文
の
事
書
に
「
船
木
田
荘
年
貢
代
付
事
」
と
あ
り
、
領
家
年
貢
が
絹
と
小

袖
と
い
う
現
物
納
で
あ
っ
た
こ
と
の
痕
跡
を
と
ど
あ
、
絹
一
疋
1
1
一
貫
三
百
文
、
絹

一
疋

1
1
小
袖
一
振
1
1
一
貫
二
百
文
の
沽
価
法
に
よ
っ
て
銭
に
換
算
し
て
結
解
す
る
契

約
と
な
っ
て
い
る
。
「
代
付
」
と
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
「
だ
い
づ
け
」
と
あ

り
「
ね
だ
ん
づ
け
」
と
訳
し
て
い
る
が
、
中
世
で
は
荘
園
沽
価
法
の
換
算
率
で
あ
る
。

い

い

か

え
れ
ば
、
船
木
田
荘
の
給
主
は
領
家
東
福
寺
と
の
間
で
年
貢
算
用
と
い
う
決

算

シ
ス
テ
ム
の
た
め
の
換
算
率
を
統
一
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
し
に
は
、
多
様
な

年
貢
公
事
物
を
銭
に
換
算
し
て
年
貢
の
進
未
沙
汰
を
行
い
、
進
上
額
や
未
進
額
を
算

出
す
る
結
解
状
・
算
用
状
の
作
成
が
不
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
領
家
東
福
寺

と
船
木
田
荘
の
荘
務
機
構
と
し
て
の
給
主
制
と
が
区
別
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

判
明
す
る
。

［給
主
制
と
領
家
年
貢
決
算
シ
ス
テ
ム
］

　
で

は
給
主
の
独
自
の
荘
務
組
織
と
領
家
東
福
寺
の
決
算
シ
ス
テ
ム
と
は
ど
の
よ
う

な
構
造
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
細
部
を
史
料
②
と
③
の
文
書
か
ら
検

討

し
よ
う
。
ま
ず
、
②
文
書
の
性
格
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
、
長
文
で
は
あ
る
が

主
要
部
分
を
示
そ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
康
安
元
、
貞
治
元
、

「
船
木
田
庄
散
用
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

給
主
継
徳
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
治
二

船
木
田
庄
領
家
年
貢
事

　
　
　
延
文
六
年
分

　
　
納

六
貫
文
　
　
豊
田
村

一
貫
文

二
貫
文

二
貫
文

一
貫
文

五
百
文

梅
坪
村

南
河
口
郷

北
河
口
郷

長
房
郷

由
比
野
村
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五
百
文
　
　
谷
慈
郷

　
　
以
上
　
拾
参
貫
文

　
　
下
行

三
貫
三
百
文
　
　
京
進

七
百
文
　
　
　
　
夫
上
用
途

二
貫
文
　
　
　
　
守
護
方
遣
之

一
貫
文
　
　
　
　
宍
戸
殿
点
心

一
貫
文
　
　
　
　
教
言
冬
裳
物

五
百
五
十
文
　
　
教
言
切
符

四
貫
四
百
五
十
文
　
　
在
国
間
雑
事
時
料
寺
家
運
上
無
之
間
、

　
貞
治
元
年
納
分

（中
略
）

　
　
　
　
以
上
　
十
三
貫
文

　
　
貞
治
二
年
納
分

六
貫
文

一
貫
文

二
貫
文

二
貫
文

一
貫
文

五
百
文

五
百
文

始
知
行

十
貫
文

五
貫
文

三
貫
文

二
貫
百
文

一
貫
百
文

豊

田
村

梅
坪
村

南
河
口
郷

北
河

口
郷

長
房
郷

由
比
野
村

谷
慈
郷

平
山
郷

中
野
郷

大
谷
村

青
木
村

下
堀
村

但
給
主
得
分
廿
貫
文
内
也
、

　
　
　
　
　
　
　

在
国

時
料
計
立
用
之

一
貫
五
百
文
　
横
河
郷

三
貫
文
　
　
　
大
塚
郷

　
　
以
上
三
＋
八
貫
吉
文
内
離
鑓
襲
以
守
護
之
震
納
商

　
下
行

二
十
貫
文

二
貫
文

二
貫
文

四
貫
文

八
百
文

十
貫
文

　
　
　
以
上
舟
八
貫
八
百
文

貞
治
二
年
十
二
月
十
九
日
勘
定

守
護
方
契
約

郡
使
欠
物

守
護
使
二
人
引
物

当
進
同
替
賃

在
国
雑
用
　
但
廿
貫
文
之
内
且
給
之

　
　
　
　
　
　
此
内
百
文
過
上

　
　
　
　
　
　

給
主
継
徳

　
　
　
　
　
　
資
料
編
』

　
　
　
　
　
　
　
　
③
文
書
と
同
様
、

　
　
　
両
者
の
違
い
に
留
意
し
な
い
。

②
と
③
と
は
同
じ
結
解
状
で
も
そ
の
歴
史
的
性
格
が
異
な
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

②
文
書
は
給
主
が
勘
定
し
た
康
安
元
（
＝
二
六
一
）
、
貞
治
元
（
一
三
六
二
）
、
貞
治

二

（
一
三
六

三
）
の
三
ヶ
年
分
の
収
支
決
算
報
告
書
を
都
寺
・
首
座
・
維
那
・
納
所
・

修
造

司
な
ど
東
福
寺
の
家
政
職
員
が
関
係
書
類
を
照
合
し
て
ま
ち
が
い
な
い
こ
と
を

確
認

し
た
監
査
報
告
書
で
あ
り
、
中
世
の
結
解
状
の
な
か
で
も
「
勘
合
」
「
勘
算
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

い

う
手
続
き
文
書
で
あ
る
。
文
書
の
奥
に
据
え
ら
れ
た
寺
務
組
織
の
連
署
が
重
要
な

の

で

あ
る
。
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
都
寺
二
人
、
維
那
一
人
、
納
所
一
人
、
修
造
司

　
師
参
都
寺
（
花
押
）

　
玄
三
首
座
（
花
押
）

　
心
光
首
座
（
花
押
）

　
志
宏
首
座

　
善
浩
首
座

『
埼
玉
県
史

と
の
綱
文
を
つ
け
、

お
り
、

維
那
安
泰

納
所
性
知
（
花
押
）

修
造
司
禅
了
（
花
押
）

都
寺
先
孝
（
花
押
）

首
座
志
全

（花
押
）

は
こ
の
文
書
に
「
給
主
継
徳
、
同
荘
の
算
用
状
を
作
る
」

　
　
　
　
　
給
主
が

作
成
し
た
年
貢
算
用
状
と
理
解
し
て

　
　
　
　
　
杉
山
・
福
田
説
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
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一
人

と
い
う
東
班
と
、
首
座
五
人
と
い
う
西
班
と
が
ち
ょ
う
ど
半
数
つ
つ
に
な
っ
て

い

る
。
禅
宗
寺
院
で
は
寺
院
の
経
営
維
持
に
当
た
る
東
班
と
修
行
・
学
業
に
あ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

西
班

と
は
歴
然
と
し
た
格
差
が
あ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
ヶ
年
分
の
船
木
田

荘
年
貢
に
関
す
る
給
主
の
収
支
決
算
書
に
対
す
る
算
勘
・
勘
合
の
作
業
は
東
福
寺
の

東

班
・
西
班
の
寺
務
機
構
が
共
同
し
て
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
花
押
を

す

え
た
の
は
、
首
座
が
三
人
、
都
寺
が
二
人
、
納
所
と
修
造
司
各
一
人
で
あ
る
。
②

文
書
は
、
船
木
田
荘
の
給
主
が
作
成
し
た
結
解
状
で
あ
る
と
と
も
に
、
東
福
寺
の
寺

務
機
構
が
算
勘
・
勘
合
し
た
監
査
報
告
書
で
も
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
こ
か
ら
船
木
田
荘
の
領
家
年
貢
の
収
納
決
算
体
制
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
事
実

が

判
明
す
る
。
第
一
は
、
給
主
に
よ
る
算
用
状
（
結
解
状
）
は
③
文
書
も
②
文
書
か

ら
も
判
明
す
る
よ
う
に
毎
年
作
成
さ
れ
「
勘
定
」
さ
れ
る
が
、
東
福
寺
内
部
の
「
勘

算
」
「
勘
合
」
の
監
査
報
告
は
、
三
ヶ
年
ご
と
に
ま
と
め
て
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
武
州
船
木
田
荘
の
領
家
年
貢
は
延
文
六
年
（
三
二
六
一
）
か
ら
貞
治
二
年

（
＝
二
六
三
）
と
い
う
南
北
朝
内
乱
期
に
お
い
て
も
年
々
給
主
か
ら
領
家
年
貢
が
京
上

さ
れ
結
解
状
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
領
家
年
貢
の
納
入
を
監
査
す
る
勘
合
は
三
ヶ
年

分
の

結

解
状
を
ま
と
め
て
三
年
に
一
度
つ
つ
行
う
体
制
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
前
述

し
た
ご
と
く
大
蔵
省
領
上
野
国
玉
村
保
に
お
い
て
も
三
ヶ
年
ご
と
に
結
解
が
ま
と
め

ら
れ
て
い
た
こ
と
と
共
通
し
て
い
る
。
三
ヶ
年
一
度
の
結
解
と
い
う
慣
行
は
東
国
荘

園
だ
け
で
は
な
い
。
東
寺
の
最
勝
光
院
領
遠
江
国
村
櫛
荘
で
も
年
貢
は
三
ヶ
年
で
皆

済
の
請
取
状
が
出
さ
れ
て
い
る
（
東
寺
百
合
文
書
セ
　
正
慶
元
年
九
月
十
五
日
地
頭

代
豪
円
請
文
　
静
岡
県
史
　
資
料
編
一
七
九
五
号
）
。
高
野
山
領
備
後
国
太
田
荘
で
も

「
有
未
進
者
、
三
箇
年
一
度
結
解
之
時
、
可
致
其
弁
云
々
」
（
高
野
山
文
書
　
嘉
暦
四

年
四
月
廿
三
日
六
波
羅
下
知
状
、
賓
簡
集
七
の
一
〇
〇
号
）
と
あ
り
、
や
は
り
三
ヵ

年
一
度
の
結
解
に
な
っ
て
い
る
。
鎌
倉
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
三
ヵ
年
一
度
の
結

解

と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
東
西
の
荘
園
を
問
わ
ず
実
施
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
以

上
か

ら
室
町
期
東
国
荘
園
に
つ
い
て
も
領
家
方
の
年
貢
京
上
シ
ス
テ
ム
が
検
納
沙
汰

だ

け
で
は
な
く
、
寺
内
組
織
に
よ
る
勘
合
手
続
き
も
正
確
に
機
能
し
て
い
た
こ
と
が

論
証
で

き
る
の
で
あ
る
。
京
都
の
権
門
寺
社
の
寺
務
組
織
と
、
船
木
田
荘
に
お
け
る

給
主
以
下
の
荘
務
組
織
と
が
連
動
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
室
町
期

荘
園
制
が
鎌
倉
期
の
地
頭
請
段
階
と
は
異
質
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
京
都
権
門
の
東
国
所
領
が
失
わ
れ
て
ゆ
く
事
例
と
さ
れ
て
き

た
武
州
船
木
田
荘
に
お
い
て
も
荘
園
収
納
は
、
十
四
世
紀
後
半
に
も
着
実
に
行
わ
れ

て

い
た

も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［領
家
の
荘
務
機
構
に
よ
る
国
下
行
と
守
護
契
約
］

　
で

は
、
領
家
年
貢
の
京
上
シ
ス
テ
ム
を
武
蔵
船
木
田
荘
で
保
障
し
た
給
主
の
荘
務

機
構
に

つ
い

て

具
体

的
に
そ
の
内
容
を
み
よ
う
。
太
田
荘
納
下
帳
と
同
じ
く
、
ま
ず

船
木
田
荘
結
解
状
に
そ
の
痕
跡
を
探
ろ
う
。

　
再
度
史
料
②
③
に
注
目
す
れ
ば
、
船
木
田
荘
の
領
家
年
貢
の
「
納
分
」
と
な
っ
た

負
担
郷
村
は
、
三
年
間
、
豊
田
村
・
梅
坪
村
・
南
河
口
郷
・
北
河
口
郷
・
長
房
郷
・

由
比
野
村
・
谷
慈
郷
の
七
ヶ
村
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
領
家
方
所
領
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

領
家
職
の
下
地
化
に
よ
っ
て
特
定
の
郷
村
が
領
家
方
所
領
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
と
は
別
に
貞
和
二
年
分
で
は
、
平
山
・
中
野
・
太
谷
・
青
木
・
下
堀
・
横
河
・

大
塚
の
七
郷
が
三
＋
八
貫
吉
文
内
離
鑓
緬
共
以
守
護
之
権
威
納
之
週

と
あ
り
、
「
守
護
の
権
威
」
に
よ
る
も
の
と
判
明
す
る
。
③
の
結
解
状
で
も
至
徳
二
年

（
二
二
八
五
）
の
「
船
木
田
新
本
両
荘
年
貢
」
が
豊
田
郷
・
梅
坪
分
・
由
比
郷
と
新
郷

の

平

山
・
中
野
・
大
塚
・
青
木
村
が
沙
汰
さ
れ
、
②
に
み
え
な
い
新
規
の
も
の
と
し

て

木
切
澤
村
・
由
木
郷
が
み
え
る
。
こ
れ
ら
の
郷
村
は
守
護
の
権
威
に
よ
っ
て
領
家

年
貢
を
支
払
う
郷
村
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
武
家
領
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
郷
村

内
部
に
領
家
方
知
行
の
下
地
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
平
山
郷
に
は
国

人
平
山
三
河
入
道
の
知
行
地
が
あ
り
武
家
領
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

船
木

田
荘
の
場
合
は
、
東
福
寺
に
寄
進
さ
れ
る
以
前
か
ら
荘
内
の
い
く
つ
か
の
郷
村

が

地
頭

に
知
行
地
と
し
て
安
堵
さ
れ
て
武
家
領
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

（4
8
）る
。
し
た
が
っ
て
、
武
家
領
で
も
あ
る
と
と
も
に
領
家
方
の
知
行
分
が
存
在
す
る
と

い

う
所
領
が
荘
内
に
多
か
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
本
所
寺
社
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領

と
武
家
領
と
が
併
存
し
て
い
る
所
領
群
は
室
町
幕
府
追
加
法
六
二
条
に
い
う
「
寺

社
人
給
相
給
事
」
に
該
当
す
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
幕
府
法
で
は
下
地
半

済
に
よ
っ
て
半
分
は
領
家
方
本
所
領
と
な
り
、
半
分
は
人
給
地
‖
武
家
被
官
の
知
行

地

1
1
武
家
領
に
再
編
成
さ
れ
て
い
た
も
の
が
「
相
給
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
「
相
給
」
所
領
か
ら
の
領
家
年
貢
が
守
護
権
力
に
協
力
な
し
に
は
収
納

や

運
上
が

困
難
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
「
守
護
之
権
威
納
之
間
、
廿
貫
文
契
約
之
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
、
こ
の
点
は
先
学
の
指
摘
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ

れ

を
守
護
の
荘
園
侵
略
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
反
対
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
史
料
に
も
ど
れ
ば
、
守
護
が
そ
の
「
権
威
」
を
も
っ
て
領
家
年
貢

を
収
納
し
、
そ
の
代
わ
り
に
廿
貫
文
を
支
払
う
「
契
約
」
を
し
た
と
あ
る
。
つ
ま
り
、

守
護

は
な
ぜ
給
主
と
契
約
し
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
先
学
の
研
究

は
ま
っ
た
く
言
及
し
て
い
な
い
。
守
護
が
荘
園
侵
略
を
す
る
な
ら
「
契
約
」
な
ど
必

要
が

な
い
は
ず
で
あ
る
。
守
護
権
力
は
な
ぜ
領
家
年
貢
の
納
入
を
領
家
東
福
寺
や
給

主
と
「
契
約
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

　

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
下
行
分
の
分
析
か
ら
み
よ
う
。
下
行
と
は
領
家
が
収
納
し

た

領
家
年
貢
分
の
な
か
か
ら
現
地
で
の
支
払
い
を
公
認
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
室
町

期
荘
園
領
主
支
配
の
必
要
経
費
で
あ
る
。
そ
の
分
析
か
ら
、
室
町
期
の
本
所
や
領
家

が

ど
の
よ
う
な
支
出
を
荘
園
支
配
の
た
め
の
必
要
経
費
と
し
て
い
た
か
を
み
る
こ
と

が

で

き
る
。
②
に
よ
れ
ば
在
国
雑
用
は
四
貫
四
百
五
十
文
か
ら
、
六
貫
三
百
文
、
十

貫
文

と
毎
年
増
加
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
給
主
の
荘
務
組
織
が
在
地
支
配
強
化
の
た

め

自
助
努
力
を
発
揮
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
と
と
も
に
領
家
年
貢
の
増
加
分
の
中

か

ら
そ
の
経
費
を
控
除
し
て
領
家
方
の
郷
村
支
配
の
た
め
の
必
要
経
費
を
支
出
し
て

い

た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
室
町
期
荘
園
制
は
社
会
的
富
を
在
国
で
支

出
す
る
枠
を
拡
大
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
下
行
分
で

第
一
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
延
文
六
年
分
（
一
三
六
一
）
と
し
て
み
え

る
「
一
貫
文
教
言
冬
裳
物
、
五
百
五
十
文
　
教
言
切
符
」
の
記
載
で
あ
る
。
こ
の
教

言

と
は
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
に
内
蔵
頭
に
就
任
し
た
山
科
教
言
で
あ
り
、
永
徳

三
年
（
一
三
八
三
）
将
軍
義
満
か
ら
内
蔵
寮
御
服
奉
行
に
任
じ
ら
れ
、
邸
宅
内
に
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

服
所
が

あ
り
、
装
束
の
故
実
を
高
倉
永
行
ら
か
ら
継
承
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

『
教
言
卿
記
』
は
応
永
十
二
年
五
月
か
ら
応
永
十
七
年
三
月
ま
で
の
記
事
を
も
つ
が
、

そ
れ
以
前
に
つ
い
て
は
不
明
な
こ
と
が
多
い
。
山
科
家
領
の
荘
園
経
営
に
つ
い
て
は

研
究
が

進
展
し
て
い
る
が
、
南
北
朝
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
荘
園
所
領
以
外
に
御

服
料
を
段
銭
や
料
国
制
に
よ
り
徴
収
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
ま
っ
た
く
研
究
さ
れ

て

い

な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
に
み
え
る
「
教
言
切
符
」
と
は
、
東
福
寺
領
船
木
田
荘

に

賦
課

さ
れ
た
禁
裏
御
服
料
の
「
冬
裳
物
」
の
徴
符
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
う

し
た
切
符
に
よ
る
徴
収
形
態
は
京
済
と
国
下
と
の
二
形
態
が
あ
り
、
こ
の
船
木
田
荘

で

は
延
文
六
年
は
国
下
に
よ
っ
て
支
払
い
が
な
さ
れ
、
収
納
使
へ
の
礼
銭
と
し
て
五

百
五
十

文
、
冬
裳
物
の
御
服
料
一
貫
文
を
現
地
政
所
か
ら
支
出
し
た
こ
と
を
物
語
っ

て

い

る
。
し
た
が
っ
て
、
延
文
六
年
に
は
武
蔵
国
に
お
い
て
船
木
田
荘
だ
け
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

く
他
領
で
も
御
服
料
冬
裳
物
が
賦
課
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
荘
園
制
的
収
納

シ
ス
テ
ム
が
船
木
田
荘
の
荘
政
所
で
も
十
分
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
判
明

す
る
。

　
第
二
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
守
護
方
へ
の
支
出
で
あ
る
。
そ
の
下
行
分
に
「
二
十

貫
文
　
守
護
方
契
約
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
廿
貫
文
こ
そ
在
国
雑
用
の
一
環
と
し
て

守
護
方
に
支
出
し
た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
の
下
行
分
に
も
「
参
貫

文
　
梶
原
方
一
献
料
」
「
五
貫
文
　
守
護
代
方
一
献
料
」
「
大
石
大
井
介
方
一
献
料
」

な
ど
守
護
代
や
国
人
層
へ
の
支
出
記
載
が
あ
る
。
こ
の
点
は
こ
れ
ま
で
も
注
目
さ
れ
、

杉
山
・
福
田
説
は
こ
の
こ
と
か
ら
「
荘
園
年
貢
の
収
納
に
守
護
や
国
人
層
の
力
に
よ

る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
」
と
評
価
し
、
こ
れ
を
寺
家
の
守
護
へ
の
依
存
と
評
価
し
、

以
後
の
諸
研
究
は
船
木
田
荘
の
有
名
無
実
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
、
私
は
こ
れ

ら
の
支
出
が
領
家
年
貢
か
ら
の
「
下
行
分
」
と
し
て
領
家
が
公
認
し
て
い
た
こ
と
に

注
目
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
東
国
荘
園
に
お
け
る
守
護
と
領
家
と
の
守
護
請
の
契
約

に
つ
い
て
は
状
況
証
拠
の
み
で
こ
れ
ま
で
具
体
的
史
料
に
よ
っ
て
論
証
さ
れ
た
事
例

を
み
な
い
。
こ
こ
で
は
領
家
年
貢
の
「
納
分
」
が
「
守
護
之
権
威
納
之
間
、
廿
貫
文
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契
約
之
」
で
あ
っ
た
か
ら
、
領
家
年
貢
か
ら
の
「
下
行
」
と
し
て
「
二
十
貫
文
　
守

護
方
契

約
」
が
公
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
守
護
方
と
領
家
と
の
「
契
約
」
に
よ
る
収

入
・
支
出
分
だ
と
い
え
よ
う
。
こ
の
船
木
田
荘
領
家
年
貢
を
め
ぐ
る
領
家
東
福
寺
と

守
護

と
の
「
契
約
」
こ
そ
、
「
東
国
本
所
領
」
に
お
け
る
年
貢
進
済
に
つ
い
て
領
家
と

守
護
の
階
級
的
利
害
が
一
致
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
東
国
の
九
条
家
領

に

お
い
て
「
若
背
請
文
之
旨
、
難
渋
不
法
之
儀
候
者
、
為
武
家
御
沙
汰
之
、
雄
被
処

罪
科
、
更
不
可
一
言
之
子
細
候
」
（
九
条
家
文
書
）
と
い
う
武
家
御
沙
汰
に
代
表
さ
れ

る
武
家
権
力
に
よ
る
保
障
は
、
こ
う
し
た
守
護
権
力
に
よ
る
領
家
年
貢
京
上
へ
の

「
契
約
」
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
船
木
田
荘
で
の

守
護
と
領
家
と
の
「
契
約
」
は
こ
れ
ま
で
学
説
上
い
わ
れ
て
き
た
守
護
請
と
は
異
質

で

あ
る
。
守
護
請
は
領
家
の
荘
務
権
が
な
い
中
で
守
護
権
力
に
依
存
し
て
領
家
年
貢

だ

け
を
受
け
取
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
概
念
上
の
守
護
請

は

東
国
荘
園
に
は
み
ら
れ
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［船
木
田
荘
に
お
け
る
年
貢
対
桿
と
武
家
御
沙
汰
］

　

こ
の
時
期
の
武
蔵
は
鎌
倉
公
方
の
料
国
で
あ
る
と
と
も
に
そ
の
守
護
は
関
東
管
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

上

杉
氏
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
船
木
田
荘
の
領
家
年
貢

京
上
シ
ス
テ
ム
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
あ
た
え
た
の
か
検
討
し
よ
う
。
応
永
廿
六
年

（
一
四
一
九
）
三
月
六
日
鎌
倉
府
奉
行
人
連
署
奉
書
案
（
東
福
寺
文
書
　
埼
玉
県
史
資

料
編
5
　
七
〇
六
）
を
み
よ
う
。

　
「
御
奉
書
案
文
　
応
永
廿
六
年
三
月
六
日
」

東
福
寺
雑
掌
有
本
申
、
武
蔵
国
多
西
郡
船
木
田
荘
領
家
職
年
貢
之
事
、
多
年
知
行
無

相
違
之
処
、
愛
当
国
諸
公
事
五
ヵ
年
間
号
御
免
、
平
山
参
河
入
道
彼
年
貢
銭
対
桿
云
々
、

太
以

不
可
然
、
所
詮
不
可
被
准
自
余
公
事
上
者
、
止
平
山
違
乱
、
可
被
全
寺
務
之
由

候
也
、
伍
執
達
如
件
、

　
　

応
永
廿
六
年
三
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冶
部
丞
有
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
衛
門
丞
有
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

　
　
　
　
長
尾
尾
張
入
道
殿

こ
の
文
書
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
鎌
倉
府
の
奉
行
人
が
連
署
し
て
、
武
蔵
守
護
代
長

尾
氏
に

指
示
が
だ
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
平
山
氏
が
船
木
田
荘

領
家
年
貢
銭
を
対
桿
し
た
の
で
東
福
寺
雑
掌
が
提
訴
し
、
そ
れ
に
対
し
て
鎌
倉
府
が

平

山
氏
の
違
乱
を
停
止
し
領
家
に
よ
る
寺
務
を
保
障
す
る
べ
く
判
決
を
示
し
た
こ
と

を
意
味
す
る
。
こ
こ
に
は
前
述
の
信
濃
大
田
荘
の
よ
う
に
幕
府
管
領
奉
書
を
受
け
て

鎌
倉
府
が
遵
行
し
た
の
で
は
な
く
、
鎌
倉
府
の
独
自
の
判
断
で
こ
の
連
署
奉
書
が
出

さ
れ
て
い
る
。
在
地
で
の
領
家
年
貢
進
済
に
不
法
難
渋
が
あ
っ
た
の
で
領
家
雑
掌
は

直
接
鎌
倉
府
に
提
訴
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
鎌
倉
府
が
武
家
御
沙
汰
を
出

し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

な
お
武
蔵
に
お
い
て
守
護
か
ら
守
護
代
に
遵
行
が
命
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
鎌

倉
府
奉
行
人
連
署
奉
書
に
よ
っ
て
直
接
守
護
代
に
命
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
こ
れ
ま

で

も
知
ら
れ
て
お
り
、
鎌
倉
府
・
鎌
倉
公
方
に
よ
る
武
蔵
国
へ
の
直
接
統
治
支
配
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

強
化
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
見
解
は
京
都
の
権
門
寺
院
が
領
家

年
貢
対
桿
を
鎌
倉
府
に
提
訴
し
、
武
家
御
沙
汰
と
し
て
領
家
年
貢
収
納
を
国
家
的
に

保
障
し
た
シ
ス
テ
ム
の
発
動
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
目
を
覆
っ
て
い
る
。

［在
地
に
お
け
る
武
家
御
沙
汰
の
効
力
］

そ
れ
は
、
応
永
三
十
四
年
五
月
十
三
日
に
発
給
さ
れ
た
つ
ぎ
の
鎌
倉
府
奉
行
人
連
署

奉
書
（
前
田
尊
経
閣
所
蔵
古
蹟
文
徴
　
神
五
七
八
八
）
を
み
れ
ば
よ
り
は
っ
き
り
と

す
る
。

「
大
石
遠
江
入
道
殿
　
　
　
　
　
　
　
治
部
丞
泰
規
」

東
福
寺
雑
掌
申
、
武
蔵
国
多
西
郡
船
木
田
荘
領
家
年
貢
事
、
寺
家
知
行
無
相
違
之
処
、

領
主

等
警
之
間
去
年
市
十
二
吾
京
都
被
成
下
御
教
裏
案
文
藷
封

裏
遣
之
、
蒙
平
山
参
河
入
道
・
梶
原
美
作
守
・
南
一
揆
輩
令
抑
留
年
貢
之
間
、
有
名

無
実
云

々
、
太
不
可
然
、
所
詮
守
御
教
書
、
云
未
進
、
云
当
年
貢
、
厳
密
可
致
其
弁

之
旨
、
各
相
触
之
、
可
被
沙
汰
渡
寺
家
雑
掌
之
由
候
也
、
伍
執
達
如
件

　
　
応
永
舟
四
年
五
月
十
三
日
　
　
　
　
　
治
部
丞
（
花
押
）
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修
理
丞
（
花
押
）

　
　
　
大
石
遠
江
入
道
殿

こ
の
文
書
は
、
東
福
寺
文
書
と
ま
っ
た
く
同
一
の
鎌
倉
府
奉
行
人
連
署
奉
書
の
原
文

書
で
あ
り
、
武
蔵
国
守
護
代
大
石
氏
に
宛
て
遵
行
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、

船
木

田
荘
の
領
家
年
貢
に
つ
い
て
領
主
等
が
難
渋
す
る
の
で
東
福
寺
雑
掌
が
幕
府
に

提
訴

し
た
結
果
、
去
年
京
都
よ
り
将
軍
家
御
教
書
が
発
給
さ
れ
、
そ
の
案
文
に
裏
封

を
し
て
鎌
倉
府
に
送
ら
れ
た
。
こ
の
領
家
か
ら
の
提
訴
に
対
し
て
鎌
倉
府
は
、
未
進

や

年
貢
弁
償
を
領
主
の
平
山
参
河
入
道
・
梶
原
美
作
守
・
南
一
揆
輩
ら
に
命
じ
、
寺

家
雑
掌
に
沙
汰
渡
す
る
よ
う
に
守
護
代
大
石
氏
に
命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

東
国
荘
園
の
領
家
年
貢
抑
留
問
題
が
幕
府
に
提
訴
さ
れ
、
将
軍
家
御
教
書
が
鎌
倉
府

に
送
ら
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
鎌
倉
府
奉
行
人
連
署
奉
書
を
発
し
て
直
接
守
護
代
に
遵

行

を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
守
護
代
を
介
し
て
領
主
等
に
打
渡
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と
は

ま
ち
が
い
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
こ
の
鎌
倉
府
奉
行
人
連
署
奉
書
は
、
こ
れ
ま
で
の
研

究
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
京
都
か
ら
自
立
し
た
鎌
倉
公
方
に
よ
る
命
令
で
は
な
く
、

京
都
よ
り
の
将
軍
家
御
教
書
に
も
と
つ
く
遵
行
・
施
行
で
あ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
鎌
倉
府
は
将
軍
家
御
教
書
を
執
行
す
る
地
方
機
関
で
あ
っ
て
、
領
家
年
貢

の

難
渋

不
法
抑
留
問
題
が
幕
府
に
提
訴
さ
れ
、
そ
の
判
決
に
も
と
づ
き
年
貢
対
桿
や

不
法
を
停
止
さ
せ
、
そ
の
領
主
等
を
罪
科
に
処
す
た
め
の
強
制
機
関
で
あ
っ
た
こ
と

　
　
　
　
（
5
3
）

が

判
明
す
る
。
こ
の
事
実
は
、
九
条
家
領
甲
斐
国
志
摩
荘
に
み
ら
れ
た
「
若
背
請
文

之
旨
難
渋
不
法
之
儀
候
者
為
武
家
御
沙
汰
難
被
処
罪
科
更
不
可
申
一
言
之
子
細
候
」

と
の
契
約
が
、
船
木
田
荘
に
お
い
て
も
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

東
国
荘
園
で
領
家
年
貢
に
対
す
る
不
法
対
桿
が
お
き
た
ら
、
領
家
は
幕
府
や
鎌
倉
府

に

提
訴

し
、
そ
の
判
決
の
武
家
御
沙
汰
に
よ
っ
て
罪
科
に
処
す
る
国
家
的
な
保
障
体

制
が
現
実
に
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
で

は
、
こ
の
当
時
領
家
年
貢
に
難
渋
不
法
抑
留
し
た
在
地
勢
力
は
い
か
な
る
政
治

勢
力
だ
っ
た
の
か
。
応
永
廿
六
年
の
場
合
は
「
当
国
諸
公
事
五
ヵ
年
間
号
御
免
、
平

山
参
河
入
道
彼
年
貢
銭
対
桿
云
々
」
と
あ
り
、
応
永
舟
四
年
に
は
「
平
山
参
河
入
道
．

梶
原
美
作
守
・
南
一
揆
輩
令
抑
留
年
貢
之
間
、
有
名
無
実
云
々
」
と
あ
る
。
平
山
参

河
入
道
が

「
当
国
諸
公
事
五
ヵ
年
間
、
御
免
」
を
号
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
研
究

が

指
摘
す
る
よ
う
に
応
永
廿
四
年
（
一
四
一
七
）
十
二
月
廿
六
日
鎌
倉
公
方
足
利
持

氏
が

武
州
南
一
揆
に
対
し
て
上
杉
禅
秀
乱
鎮
圧
の
勲
功
之
賞
と
し
て
政
所
方
公
事
を

免

除
し
た
足
利
持
氏
御
教
書
写
（
武
州
文
書
神
五
五
五
四
）
と
同
様
の
文
書
を
獲
得

し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
み
て
ま
ち
が
い
な
い
。
梶
原
美
作
守
が
鎌
倉
公
方
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

所
奉
行
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
船
木
田
荘
に
お
い
て
領
家
年
貢
を
難

渋

し
抑
留
し
た
平
山
参
河
入
道
・
梶
原
美
作
守
・
南
一
揆
輩
ら
は
、
す
べ
て
鎌
倉
公

方
派
の

国
人
層
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
平
山
・
梶
原
・
南
一

揆
等
が
船
木
田
荘
に
お
い
て
領
家
年
貢
の
対
桿
行
為
に
出
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

反
将
軍
家
・
反
関
東
管
領
派
の
鎌
倉
公
方
足
利
持
氏
と
の
政
治
的
主
従
制
的
関
係
が

あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
東
国
荘
園
の
領
家
年
貢
の
京
上
シ
ス
テ
ム
は
、
難

渋
不
法
者
に
対
し
て
は
武
家
に
提
訴
し
、
武
家
に
よ
っ
て
罪
科
に
処
せ
ら
れ
る
と
い

う
国
家
的
保
障
体
制
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
領
家
年
貢
を
対
桿
す
る
こ
と
は
、
幕
府
・

鎌
倉
府
・
守
護
代
に
よ
る
遵
行
体
制
に
反
抗
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
領
家
年
貢
抑
留

と
い
う
荘
園
制
へ
の
抵
抗
闘
争
は
、
そ
の
ま
ま
反
幕
府
・
反
将
軍
家
の
政
治
闘
争
に

な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
を
こ
れ
ら
の
史
実
は
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
信
濃
国

太
田
荘
に
お
い
て
領
家
年
貢
を
対
桿
し
た
島
津
氏
が
将
軍
家
か
ら
の
御
教
書
に
よ
っ

て

守
護
を
介
し
て
打
渡
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
事
態
と
ま
っ
た
く
同
一
で
あ
る
。
そ
の

島
津
長
沼
太
郎
が
国
人
一
揆
を
結
び
、
大
塔
合
戦
に
反
守
護
と
し
て
挙
兵
し
た
と
同

じ
よ
う
に
、
武
州
船
木
田
荘
に
お
い
て
領
家
年
貢
を
抑
留
し
た
平
山
参
河
入
道
・
梶

原
美
作
守
・
南
一
揆
輩
ら
が
足
利
持
氏
と
結
ん
で
反
幕
府
・
反
将
軍
家
の
政
治
行
動

に

出
た
。
両
者
の
行
動
は
全
く
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
反
幕

府
の
鎌
倉
公
方
持
氏
や
平
山
・
梶
原
氏
な
ど
国
人
層
が
勝
利
す
れ
ば
領
家
年
貢
京
上

は

阻
止
で
き
る
が
、
幕
府
や
鎌
倉
府
・
関
東
管
領
側
が
勝
利
す
れ
ば
、
幕
府
－
鎌
倉

府
・
守
護
ー
守
護
代
ー
国
人
と
い
う
遵
行
ル
ー
ト
が
機
能
す
る
か
ぎ
り
領
家
年
貢
を
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対
桿
す
る
国
人
層
は
罪
科
に
処
せ
ら
れ
、
領
家
年
貢
京
上
は
復
活
す
る
こ
と
に
な
る
。

東
国
荘
園
年
貢
の
京
上
シ
ス
テ
ム
は
、
地
域
の
政
治
闘
争
に
敏
感
に
左
右
さ
れ
る
も

の

で

あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
か

ら
、
幕
府
ー
鎌
倉
符
・
守
護
ー
守
護
代
1
国
人
と
い
う
遵
行
・
打
渡
ル
ー

ト
は
、
領
家
年
貢
難
渋
・
対
桿
・
未
済
問
題
が
発
生
し
た
と
き
、
領
家
が
幕
府
・
鎌

倉
府
に
提
訴
し
武
家
御
沙
汰
を
引
き
出
し
そ
れ
に
よ
り
年
貢
押
領
人
を
罪
科
に
処
す

た
め
の
強
制
執
行
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
東
国
荘
園
の
領
家
年
貢
京
上
シ
ス
テ
ム
を
国

家
的
に
保
障
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

む
す
び
に

　
本
稿
は
南
北
朝
・
室
町
期
の
東
国
荘
園
に
お
け
る
領
家
年
貢
の
京
上
シ
ス
テ
ム
の

実
態
に

つ
い

て

論

じ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
東
国
荘
園
年
貢
未
済
処
理
策
の
幕
府
法

が

東

国
荘
園
に
お
い
て
も
一
定
の
機
能
を
果
た
し
、
東
国
荘
園
の
領
家
年
貢
京
上
シ

ス

テ

ム

は

三

つ
の

類
型

を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
第
一
は
地

頭
職

を
も
つ
鎌
倉
寺
社
や
御
家
人
ら
が
領
家
年
貢
を
京
都
に
運
上
し
、
領
家
年
貢
返

抄

を
受
け
取
り
保
存
し
て
い
た
。
今
日
に
伝
来
す
る
武
家
文
書
が
き
わ
め
て
限
定
さ

れ

る
も
の
の
、
本
来
中
世
社
会
で
は
も
っ
と
も
一
般
的
な
荘
園
年
貢
の
京
上
シ
ス
テ

ム

で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
第
二
は
、
東
国
本
所
領
の
年
貢
収
納
が
代
官
請
負
契
約

よ
っ
て
年
貢
が
京
上
さ
れ
る
体
制
が
生
ま
れ
、
代
官
が
領
家
年
貢
を
難
渋
不
法
し
た

場
合
に
は
武
家
御
沙
汰
と
し
て
罪
科
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
う
国
家
的
保
障
体
制
が
と

ら
れ
て
い
た
。
第
三
は
、
近
衛
家
領
や
九
条
家
領
な
ど
公
家
領
が
東
福
寺
領
に
転
換

し
た
と
こ
ろ
で
は
、
院
主
や
給
主
に
任
命
さ
れ
た
禅
僧
ら
が
荘
園
経
営
に
従
事
し
、

代
官
や
使
節
を
頻
繁
に
都
鄙
間
を
往
反
さ
せ
そ
の
必
要
経
費
を
領
家
年
貢
か
ら
支
出

す

る
自
助
努
力
が
図
ら
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
領
家
年
貢
の
難

渋
・
対
桿
・
未
済
問
題
は
領
家
雑
掌
か
ら
幕
府
や
鎌
倉
府
に
提
訴
さ
れ
、
幕
府
管
領

奉
書
や
鎌
倉
府
奉
行
人
連
署
奉
書
が
守
護
や
守
護
代
に
出
さ
れ
て
年
貢
を
抑
留
す
る

領
主
等
を
罪
科
に
処
す
る
遵
行
体
制
が
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

以
上
か
ら
東
国
荘
園
の
領
家
年
貢
京
上
シ
ス
テ
ム
は
国
家
的
保
障
体
制
の
下
に
お
か

れ
て
い
た
こ
と
、
鎌
倉
府
は
幕
府
に
よ
る
遵
行
の
た
め
の
一
地
方
機
関
で
あ
り
、
領

家
年
貢
対
桿
を
抑
圧
す
る
た
め
の
支
配
機
関
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
鎌
倉
府

は
反
幕
府
の
鎌
倉
公
方
の
直
属
機
関
な
ど
と
評
価
す
る
東
国
政
治
史
の
諸
研
究
は
根

本
的
に
再
検
討
が
必
要
に
な
ろ
う
。
東
国
国
家
論
も
あ
わ
せ
て
再
検
討
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
本
稿
が
あ
き
ら
か
に
し
え
た
こ
と
は
極
め
て
わ
ず
か
に
す
ぎ
な
い
。
領

家
年
貢
の

未
済
額
相
当
の
下
地
五
分
一
分
付
と
い
う
幕
府
法
が
実
際
に
東
国
で
ど
の

よ
う
に
機
能
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
全
く
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の

点
は
下
地
の
半
済
論
と
し
て
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
室
町
期
再
版
荘
園

制
は
応
永
年
間
、
室
町
期
に
も
っ
と
も
安
定
化
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
以

後
戦
国
期
に
む
け
て
の
実
態
に
つ
い
て
も
別
稿
に
よ
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
読
者
の
ご

教
示
を
え
な
が
ら
、
東
国
荘
園
制
が
中
世
農
民
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
味
で
の
桂
桔

で

あ
っ
た
の
か
引
き
続
き
研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
。

註（
1
）
　
永
原
慶
二
『
日
本
封
建
制
成
立
過
程
の
研
究
』
（
岩
波
書
店
　
一
九
六
一
）
、
峰
岸
純
夫
『
中

　
世
の
東
国
』
（
東
京
大
学
出
版
会
　
一
九
八
九
）
、
伊
藤
喜
良
『
日
本
中
世
の
東
国
と
奥
羽
』
（
校

　
倉
書
房
　
一
九
九
九
）
。

（
2
）
　
小
林
一
岳
『
日
本
中
世
の
一
揆
と
戦
争
』
（
校
倉
書
房
　
二
〇
〇
二
）
、
小
国
浩
寿
『
鎌
倉
府

　

体
制
と
東
国
』
（
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
〇
一
）
、
伊
藤
喜
良
『
東
国
の
南
北
朝
動
乱
』
（
吉
川
弘
文

　
館
、
二
〇
〇
一
）
。

（
3
）
　
拙
論
「
室
町
期
東
国
本
所
領
荘
園
の
成
立
過
程
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一

　
〇
四
、
二
〇
〇
三
）
。

（
4
）
　
史
料
引
用
は
佐
藤
進
一
・
池
内
義
資
編
『
中
世
法
制
史
料
集
　
第
二
巻
室
町
幕
府
法
』
（
岩
波

　
書
店
　
一
九
五
七
）
に
ょ
る
。

（
5
）
　
青
山
文
彦
「
内
閣
文
庫
所
蔵
『
諸
国
文
書
』
所
収
事
書
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
　
上
・
下
」

　
　
（
『
歴
史
』
八
一
・
ー
八
二
、
一
九
九
四
）
、
山
田
邦
明
「
鎌
倉
府
の
直
轄
領
」
（
『
鎌
倉
府
と
関

　
東
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
五
　
二
九
二
頁
）
。
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（
6
）
　
『
史
料
纂
集
　
飯
野
八
幡
宮
文
書
』
（
玉
山
成
元
校
訂
　
一
九
八
三
）
六
二
号
。
飯
野
八
幡
宮

　
　
文
書
は
号
数
の
み
を
示
す
。
な
お
文
書
名
は
、
『
い
わ
き
市
史
　
第
八
巻
　
原
始
古
代
中
世
資
料
』

　
　
（
い
わ
き
市
、
一
九
七
六
）
等
を
参
考
に
訂
正
し
て
い
る
。

（
7
）
　
佐
々
木
慶
市
「
陸
奥
国
好
嶋
荘
」
（
『
文
化
』
三
ー
一
二
、
一
九
三
二
）
。

（
8
）
　
山
崎
勇
「
好
嶋
荘
」
（
『
講
座
日
本
荘
園
史
5
』
吉
川
弘
文
館
　
一
九
九
〇
）
。

（
9
）
　
佐
々
木
慶
市
「
陸
奥
国
好
嶋
荘
補
考
」
（
『
中
世
東
北
の
武
士
団
』
名
著
出
版
　
一
九
八
九
）

　
　
と
松
井
茂
「
鎌
倉
時
代
の
陸
奥
国
好
嶋
荘
」
（
「
歴
史
』
四
八
、
一
九
七
六
）
は
文
治
二
年
に
石

　
　
清
水
八
幡
宮
は
本
家
で
、
鎌
倉
幕
府
が
領
家
と
し
て
預
所
を
御
家
人
か
ら
任
命
し
た
関
東
御
領

　
　
に
な
っ
た
と
す
る
。
大
石
直
正
「
好
嶋
荘
の
支
配
体
制
」
（
『
い
わ
き
市
史
　
第
一
巻
　
原
始
古

　
　
代
中
世
』
い
わ
き
市
、
一
九
八
六
）
も
こ
れ
ら
の
説
を
踏
襲
し
て
い
た
が
、
大
石
直
正
「
陸
奥

　
　
国
の
荘
園
と
公
領
」
（
「
東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
二
、
一
九
九
〇
）
は
、

　
　
「
好
嶋
荘
が
石
清
水
八
幡
宮
領
と
さ
れ
る
の
は
建
武
年
間
の
一
時
期
だ
け
」
と
し
、
鎌
倉
時
代
は

　
　
幕
府

を
本
所
と
す
る
関
東
御
領
と
す
る
。
こ
う
し
た
見
解
の
矛
盾
は
、
関
東
御
領
を
ど
の
よ
う

　
　
に
性
格
規
定
す
る
か
と
い
う
難
問
と
関
係
し
て
お
り
、
石
井
進
説
や
寛
雅
博
説
な
ど
の
再
検
討

　
　
と
も
関
係
す
る
。

（
1
0
）
　
拙
稿
「
中
世
の
年
貢
未
進
と
倍
額
弁
償
法
に
つ
い
て
」
（
『
地
方
史
研
究
』
二
八
六
、
二
〇
〇

　
　
〇
）
。
中
世
の
年
貢
未
進
一
般
に
つ
い
て
は
、
勝
山
清
次
「
年
貢
の
未
進
・
対
桿
と
損
免
」

　
　
（
『
中
世
年
貢
制
成
立
史
の
研
究
』
塙
書
房
　
一
九
九
五
）
参
照
。

（
1
1
）
　
鎌
倉
後
半
の
下
地
中
分
・
地
頭
請
所
に
つ
い
て
は
、
西
岡
虎
之
助
「
中
世
荘
園
に
お
け
る
地

　
　
頭
領
主
化
の

契
機
と
し
て
の
下
地
中
分
」
（
「
荘
園
史
の
研
究
　
下
巻
の
二
』
岩
波
書
店
　
一
九

　
　
五
六
）
、
安
田
元
久
『
地
頭
及
び
地
頭
領
主
制
の
研
究
』
（
山
川
出
版
社
、
一
九
六
一
）
、
佐
々
木

　
　
銀
弥
「
地
頭
請
所
の
諸
問
題
」
（
『
立
正
大
学
経
済
学
季
報
』
九
ー
一
、
二
、
一
九
五
九
）
、
島

　
　
田
次
郎
「
中
世
請
所
の
成
立
」
（
津
田
秀
夫
編
「
近
世
国
家
の
成
立
過
程
』
塙
書
房
　
一
九
八
二
）

　
　
参
照
。
な
お
、
最
近
畑
野
順
子
「
鎌
倉
後
期
一
円
領
創
出
と
し
て
の
下
地
分
割
」
（
地
方
史
研
究

　
　
協
議
会
編
『
海
と
風
土
』
雄
山
閣
　
二
〇
〇
二
）
は
、
東
寺
領
伊
予
国
弓
削
嶋
荘
に
お
け
る
下

　
　
地
分
割
に
つ
い
て
検
討
し
、
弘
安
七
年
十
二
月
十
八
日
令
に
寺
社
徳
政
と
し
て
下
地
分
割
法
が

　
　
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
弓
削
嶋
荘
に
お
け
る
下
地
分
割
が
東
寺
供
僧
の
強
い
働
き
か
け
に
よ
る

　
　
↓
円
領
創
出
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
。
興
味
深
い
研
究
成

　
　
果
で
あ
り
、
こ
う
し
た
個
別
荘
園
に
お
け
る
下
地
分
付
の
具
体
例
の
解
明
が
蓄
積
さ
れ
る
必
要

　
　
が
あ
る
。

（
1
2
）
　
円
覚
寺
文
書
は
『
鎌
倉
市
史
資
料
編
』
吉
川
弘
文
館
　
お
よ
び
『
神
奈
川
県
史
　
資
料
編
』

　
　
に
よ
る
。
以
下
、
神
四
＝
二
五
の
ご
と
く
略
称
。
貫
達
人
「
円
覚
寺
蔵
大
般
若
経
刊
記
等
に
就

　
　
い
て
」
（
『
金
沢
文
庫
研
究
』
七
五
～
八
四
、
七
七
お
よ
び
八
二
を
除
く
　
一
九
六
二
）
に
よ
る

　
　
と
、
円
覚
寺
で
は
延
文
三
年
（
＝
二
五
八
）
前
後
に
大
般
若
経
開
版
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
関

　
　
東
の
有
力
氏
族
が
資
援
者
と
し
て
み
え
て
お
り
、
関
東
に
お
け
る
円
覚
寺
の
求
心
的
性
格
を
み

　
　
る
こ
と
が
で
き
る
。
小
国
浩
寿
「
香
取
社
応
安
訴
訟
事
件
の
一
背
景
」
（
『
前
掲
書
』
）
も
国
人

　
　
側
か

ら
こ
の
般
若
経
開
版
事
業
の
も
つ
政
治
的
意
味
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

（
1
3
）
　
こ
の
成
賢
は
「
荘
務
本
所
進
退
所
々
」
の
山
城
国
革
嶋
荘
に
も
「
成
賢
法
師
　
徳
望
」
と
み

　
　
え
、
彼
は
寒
川
江
荘
と
革
嶋
荘
の
奉
行
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
例
は
他
に
も
み
え
、
宗
成
な

　
　
る
人
物
は
撮
津
国
放
出
、
出
雲
国
吉
田
荘
、
陸
奥
国
栗
原
荘
を
奉
行
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
近

　
　
衛
家
の
家
政
職
員
を
各
所
領
の
「
奉
行
」
「
執
行
」
と
し
て
任
じ
た
も
の
で
、
「
年
貢
御
倉
沙
汰
」

　
　
に

つ
い

て

は
拙
論
「
東
国
に
お
け
る
摂
関
家
領
荘
園
の
構
造
」
（
『
日
本
中
世
の
国
政
と
家
政
』

　
　
校
倉
書
房
　
一
九
九
五
、
初
出
は
一
九
七
四
）
参
照
。

（
1
4
）
　
貫
達
人
「
円
覚
寺
領
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
大
学
紀
要
』
＝
、
一
九
五
七
）

（
1
5
）
　
出
羽
国
『
日
本
荘
園
資
料
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
）

（
1
6
）
　
貫
前
掲
論
文
、
山
本
隆
志
「
安
達
氏
の
上
野
国
経
営
」
（
「
群
馬
県
史
研
究
』
一
六
、
一
九
八

　
　
二
）
、
同
「
安
達
氏
・
玉
村
氏
補
考
」
（
『
地
方
史
研
究
』
一
九
一
、
一
九
八
四
）
、
峰
岸
純
夫

　
　
「
持
犯
文
集
紙
背
文
書
と
極
楽
寺
」
（
「
金
沢
文
庫
研
究
』
二
七
二
、
一
九
八
四
）
。

（
1
7
）
　
紛
失
状
、
案
書
に
つ
い
て
は
百
瀬
今
朝
雄
『
中
世
政
治
社
会
思
想
　
下
』
（
一
六
七
頁
頭
注
、

　
　
三
七
五
頁
補
注
）
。
田
中
克
行
「
惣
と
在
家
・
乙
名
」
（
『
中
世
の
惣
村
と
文
書
』
山
川
出
版
社
、

　
　
一
九
九
八
参
照
）
。

（
1
8
）
　
こ
の
勘
仲
記
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
本
郷
恵
子
「
公
家
政
権
の
経
済
的
特
質
」
（
『
中
世
公
家

　
　
政
権
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
、
二
六
三
頁
）
も
言
及
し
て
い
る
。
本
郷
論
文

　
　
は
玉
村
保
を
上
野
国
と
す
る
典
拠
を
示
し
て
い
な
い
が
、
本
章
の
論
証
か
ら
そ
の
推
定
が
正
鵠

　
　
を
射
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

（
1
9
）
　
拙
論
「
中
世
善
光
寺
平
の
災
害
と
開
発
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
九
六
集
　
二

　
　
〇
〇
二
）
。
た
と
え
ば
、
下
総
国
下
川
辺
荘
は
、
八
条
院
領
か
ら
昭
慶
門
院
領
に
伝
領
さ
れ
た
院

　
　
領
荘
園
と
さ
れ
て
き
た
（
『
日
本
荘
園
資
料
』
）
。
し
か
し
、
「
門
葉
記
　
雑
決
一
」
所
収
の
八

　
　
条
左
大
臣
家
遺
領
目
録
（
鎌
二
四
〇
九
）
に
よ
れ
ば
、
「
下
総
国
下
川
辺
荘
　
年
貢
三
十
貫
（
為

　
　
地
頭
請
所
沙
汰
之
云
々
）
」
と
あ
り
、
建
保
六
年
十
一
月
十
一
日
に
死
去
し
た
八
条
左
大
臣
藤
原

　
　
良
輔
の
所
領
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
一
つ
の
荘
園
に
複
数
の
領
家
職
や
本
家
年
貢

　
　
が
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
職
の
体
系
論
に
よ
る
荘
園
制
論
で
は
説
明
し
え

　
　
な
い
事
態
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
2
0
）
　
船
越
康
寿
「
金
沢
称
名
寺
々
領
の
研
究
」
（
『
横
浜
市
立
大
学
紀
要
』
九
・
十
　
一
九
五
八
）
。

　
　
福
島
金
治
『
金
沢
北
条
氏
と
称
名
寺
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
）
。
原
田
信
男
「
利
根
川
旧
下

　
　
流
域
に

お
け
る
荘
園
の
村
落
景
観
と
生
活
ー
下
総
国
下
河
辺
荘
赤
岩
郷
を
中
心
に
」
（
「
金
沢
文

　
　
庫
研
究
』
二
九
一
、
一
九
九
三
）
。
と
り
わ
け
福
島
氏
の
称
名
寺
領
に
関
す
る
論
文
で
も
領
家
年

　
　
貢
や
本
家
職
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
2
1
）
　
押
書
に
つ
い
て
は
三
浦
周
行
「
鎌
倉
時
代
の
訴
訟
に
於
け
る
懸
物
押
書
の
性
質
」
（
「
法
制
史

　
　
の
研
究
』
岩
波
書
店
　
一
九
一
九
）
が
幕
府
法
に
お
け
る
懸
物
押
書
を
分
析
し
た
。
通
説
で
は

　
　
「
中
世
の
契
約
文
の
一
種
で
将
来
あ
る
事
柄
を
履
行
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
も
の
」
（
『
国
史
大

　
　
辞
典
』
羽
下
徳
彦
執
筆
）
と
さ
れ
て
お
り
、
押
書
の
多
様
な
機
能
に
つ
い
て
は
未
解
明
な
点
が
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多
い
。
こ
の
通
泉
押
書
が
年
貢
未
進
分
の
請
文
で
あ
る
こ
と
は
、
田
中
克
行
「
荘
園
年
貢
の
収

　
　
納
・
運
搬
と
問
丸
の
機
能
」
『
中
世
の
惣
村
と
文
書
』
（
山
川
出
版
社
　
一
九
九
八
、
三
一
九
頁
）

　
　
に
指
摘
が
あ
る
。
押
書
が
借
用
状
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
は
別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
2
2
）
　
船
越
康
寿
「
金
沢
称
名
寺
々
領
の
研
究
』
（
前
掲
書
、
一
六
一
頁
）
。

（
2
3
）
　
伊
藤
一
男
「
東
胤
頼
一
族
と
北
総
の
荘
園
」
（
『
論
集
　
千
葉
氏
研
究
の
諸
問
題
』
千
秋
社

　
　
一
九
七
七
）
、
石
井
新
二
「
東
荘
」
（
『
講
座
日
本
荘
園
史
5
』
吉
川
弘
文
館
　
一
九
九
一
）
。
木

　
　
村
修
「
鎌
倉
末
期
の
下
総
国
東
荘
上
代
郷
」
（
小
川
信
編
『
日
本
中
世
政
治
社
会
の
研
究
』
続
群

　
　
書
類
従
完
成
会
　
一
九
九
一
）
参
照
。

（
2
4
）
　
石
井
進
は
石
清
水
八
幡
宮
領
大
友
荘
の
在
地
領
主
を
大
友
氏
と
し
、
鎌
倉
時
代
に
す
で
に

　
　
「
大
友
郷
と
大
友
荘
の
よ
う
に
郷
と
荘
と
が
混
用
さ
れ
て
い
る
」
（
『
鎌
倉
武
士
の
実
像
』
平
凡

　
　
社
選
書
　
一
九
八
七
　
＝
一
〇
頁
）
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
大
友
荘
に
つ
い
て
は
専
論
を
知

　
　
ら
ず
、
西
岡
虎
之
助
「
坂
東
八
力
国
に
お
け
る
武
士
領
荘
園
の
発
達
」
（
『
荘
園
史
の
研
究
』
下

　
　
巻
一
、
岩
波
書
店
　
一
九
五
六
　
五
五
〇
頁
）
は
、
摂
津
四
天
王
寺
の
相
模
国
食
封
が
大
伴
郷

　
　
に
あ
り
、
そ
れ
が
荘
園
化
し
て
大
友
荘
と
な
り
、
秀
郷
流
波
多
野
氏
ま
た
は
中
原
流
の
大
友
氏

　
　
が

地
主
・
荘
司
に
な
っ
た
と
す
る
。

（
2
5
）
　
拙
稿
「
荘
園
公
領
の
支
配
」
（
『
今
日
の
古
文
書
学
第
三
巻
』
雄
山
閣
出
版
　
二
〇
〇
〇
）
。

（
2
6
）
　
造
田
荘
に
つ
い
て
は
、
三
賓
院
文
書
（
神
四
一
〇
二
）
か
ら
細
川
頼
春
が
造
田
荘
の
避
渡
に

　
　
尽

力
し
て
い
た
が
武
家
之
輩
ら
の
抵
抗
で
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
長
尾
荘
に
つ
い
て

　
　

は
山
崎
ゆ
り
子
「
醍
醐
寺
領
讃
岐
国
長
尾
荘
」
（
『
香
川
史
学
』
一
五
、
一
九
八
六
）
参
照
。

（
2
7
）
　
関
東
御
領
が
室
町
将
軍
家
領
に
継
承
さ
れ
た
こ
と
は
、
寛
雅
博
「
武
家
領
」
（
「
講
座
日
本
荘

　
　
園
史
2
』
吉
川
弘
文
館
　
一
九
九
一
）
参
照
。

（
2
8
）
　
堤
禎
子
「
常
陸
国
」
（
『
講
座
日
本
荘
園
史
5
』
前
掲
書
）
。

（
2
9
）
　
常
陸
国
小
鶴
荘
が
皇
嘉
門
院
領
に
は
じ
ま
り
、
室
町
期
に
宍
戸
荘
と
呼
ば
れ
る
地
域
と
ほ
ぼ

　
　
重
な
る
こ
と
、
応
永
三
年
足
利
義
満
が
こ
れ
を
円
覚
寺
正
続
院
に
寄
進
し
、
応
永
廿
一
年
押
領

　
　
人

を
退
け
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
将
軍
家
御
教
書
（
円
覚
寺
文
書
）
が
発
給
さ
れ
た
こ
と
は
、

　
　
網
野
善
彦
「
常
陸
国
に
お
け
る
荘
園
・
公
領
と
諸
勢
力
の
消
長
上
」
（
『
茨
城
県
史
研
究
』
二
三
、

　
　
一
九
七
二
）
が
指
摘
し
て
い
る
。

（
3
0
）
　
拙
論
「
室
町
期
東
国
本
所
領
荘
園
の
成
立
過
程
」
（
前
掲
注
3
論
文
）
。

（
3
1
）
　
原
本
調
査
は
二
〇
〇
二
年
十
一
月
二
五
日
～
二
六
日
企
画
展
示
「
中
世
寺
院
の
姿
と
く
ら
し
」

　
　
に

と
も
な
う
史
料
借
用
・
返
却
に
際
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
宮
内
庁
書
陵
部
中
村
一
紀
氏

　
　
の

ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
九
条
家
文
書
の
中
に
は
山
県
文
雅
丸
請
文
と
類
似
し
た
檀
紙
は
よ
く
み

　
　
え

る
と
い
う
。
宮
内
庁
書
陵
部
吉
野
敏
武
・
櫛
笥
節
男
氏
に
も
ご
教
示
に
預
か
っ
た
。
な
お
料

　
　
紙
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
上
島
有
「
古
文
書
の
料
紙
に
つ
い
て
（
一
）
」
（
『
古
文
書
研
究
』
二

　
　

七
、
一
九
八
七
）
も
参
照
し
た
。

（
3
2
）
　
石
井
進
「
「
那
摩
孫
三
郎
戒
状
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
信
濃
』
三
三
ー
一
二
、
一
九
八
一
）
は
、

　
　

引
文
や
戒
状
が
領
主
側
の
用
意
し
た
文
案
通
り
の
文
書
に
花
押
、
略
押
の
署
判
を
お
す
も
の
で

　
　
あ
っ
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
た
先
駆
的
な
研
究
で
あ
る
。
本
論
で
示
し
た
請
文
の
場
合
に
も

　
　
そ
う
し
た
ケ
ー
ス
の
一
事
例
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
3
）
　
代
官
請
負
制
に
お
け
る
代
官
と
請
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
室
町
期
の
代
官
請
負

　
　
契
約
と
債
務
保
証
」
地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
生
活
環
境
の
歴
史
的
変
遷
』
雄
山
閣
、
二
〇
〇

　
　
一
）
参
照
。

（
3
4
）
　
下
総
国
葛
西
御
厨
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
送
文
写
に
言
及
し
た
も
の
と
し
て

　
　
は
、
千
葉
栄
「
葛
西
御
厨
に
つ
い
て
」
（
『
白
山
史
学
』
四
、
一
九
五
九
）
、
岡
田
精
一
「
葛
西

　
　
御
厨
小
考
」
（
『
東
北
福
祉
大
学
紀
要
』
四
、
一
九
八
〇
）
、
長
塚
孝
「
鎌
倉
・
室
町
期
の
葛
西

　
　
地
域
」
（
葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館
編
『
下
町
・
中
世
再
発
見
』
一
九
九
三
）
、
湯
浅
治
久

　
　
「
中
世
葛
西
地
域
に
お
け
る
若
干
の
考
察
」
（
入
間
田
宣
夫
編
『
葛
西
氏
の
研
究
』
名
著
出
版

　
　
一
九
九
八
　
初
出
論
文
は
一
九
八
六
）
。
な
お
、
湯
浅
論
文
は
沙
弥
妙
円
の
役
職
を
「
雑
掌
」
と

　
　
す

る
が
根
拠
は
示
し
て
い
な
い
。
室
町
期
の
「
雑
掌
」
は
、
領
家
の
訴
訟
雑
掌
や
京
都
雑
掌
な

　
　

ど
が
多
く
、
年
貢
収
納
に
も
関
与
す
る
事
例
が
散
見
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
は
御
厨
で

　
　
あ
り
、
領
家
口
入
職
を
前
提
に
し
た
処
務
内
容
か
ら
代
官
請
負
と
し
た
。

（
3
5
）
　
新
田
英
治
「
中
世
後
期
、
東
西
両
地
域
間
の
所
領
相
博
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
学
習
院
史
学
』

　
　
三
七
、
一
九
九
九
）

（
3
6
）
　
『
信
』
七
－
一
三
四
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
海
蔵
院
文
書
」
（
謄
写
本
）
の
手
札
判

　
　
写
真

（長
野
県
立
歴
史
館
所
蔵
）
に
よ
っ
て
交
合
し
た
。

（
3
7
）
　
納
下
状
は
結
解
状
・
算
用
状
で
あ
る
が
、
寺
院
経
済
と
納
下
帳
の
関
係
に
つ
い
て
は
田
中
浩

　
　
司
「
戦
国
期
寺
院
領
主
経
済
の
一
駒
」
（
『
中
央
大
学
大
学
院
論
究
』
文
学
研
究
科
篇
二
二
、
一

　
　
九
八
三
）
が
、
天
竜
寺
の
場
合
を
分
析
し
て
い
る
。

（
3
8
）
　
拙
論
「
太
田
荘
」
（
『
講
座
日
本
荘
園
史
5
』
前
掲
書
）
。
福
島
金
治
「
信
濃
国
太
田
荘
と
金

　
　
沢
北
条
氏
」
、
入
沢
昌
基
「
伊
作
島
津
家
の
成
立
と
信
濃
国
太
田
荘
の
役
割
」
い
つ
れ
も
（
『
信

　
　
濃
』
四
八
－
九
、
一
九
九
六
）
。

（
3
9
）
　
建
武
年
間
の
大
徳
寺
領
信
濃
国
伴
野
荘
園
年
貢
注
文
で
も
年
貢
と
公
事
の
一
体
化
が
進
展
し

　
　

た
こ
と
は
拙
著
『
日
本
中
世
の
国
政
と
家
政
』
（
校
倉
書
房
　
一
九
九
五
、
八
九
～
九
六
頁
）
参

　
　
照
。

（
4
0
）
　
荘
主
と
代
官
が
同
類
で
あ
っ
た
こ
と
は
黒
田
俊
雄
「
畿
内
荘
園
に
お
け
る
在
地
の
諸
関
係
」

　
　
（
『
日
本
史
研
究
』
一
七
、
一
九
五
二
）
参
照
。
代
官
請
負
に
つ
い
て
は
、
新
田
英
治
「
室
町
時

　
　
代
の
公
家
領
に
お
け
る
代
官
請
負
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
日
本
社
会
経
済
史
研
究
』
中
世
編

　
　
吉
川
弘
文
館
　
一
九
六
六
）
、
杉
山
博
『
荘
園
解
体
過
程
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
　
一
九

　
　

五
九
）
参
照
。

（
4
1
）
　
稲
垣
泰
彦
「
応
仁
・
文
明
の
乱
」
『
日
本
中
世
社
会
史
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
、

　
　

二
九
一
頁
）
。

（
4
2
）
　
海
蔵
院
文
書
　
　
『
信
』
七
ー
三
五
四
。
『
信
濃
史
料
』
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
海
蔵
院
文

　
　
書
謄
写
本
か
ら
の
採
録
で
あ
り
、
こ
こ
で
い
う
花
押
は
花
押
影
で
あ
る
こ
と
は
長
野
県
立
歴
史
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館
所
蔵
「
信
濃
史
料
手
札
版
写
真
」
か
ら
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
海
蔵
院
文
書
の
原
本
所
在
に
つ

　
　
い

て

は
一
九
九
四
年
十
一
月
海
蔵
院
塔
主
五
十
部
景
秀
、
退
耕
庵
五
十
部
泰
至
両
氏
の
ご
教
示

　
　
に

よ
っ
て
海
蔵
院
に
は
現
存
し
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
文
書
の
原
本
が
存
在
し
た
こ
と
は
高

　
　
橋
磧
一
編
『
新
編
古
文
書
入
門
』
（
河
出
書
房
新
社
　
一
九
七
七
）
の
「
社
寺
の
文
書
」
（
永
嶋

　
　

福
太
郎
執
筆
）
に
、
京
都
市
東
福
寺
文
書
と
し
て
文
明
十
二
年
十
一
月
三
十
日
足
利
義
政
御
判

　
　
御
教
書
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
一
九
九
四
年
刊
行
の
『
兵

　
　
庫
県
史
　
史
料
編
中
世
8
』
に
「
東
福
寺
文
書
付
海
蔵
院
文
書
」
と
し
て
摂
津
国
弘
井
荘
関
係

　
　
史
料
十
一
通
の
文
書
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
兵
庫
県
史
は
、
昭
和
三
〇
年
代
に
西
宮
市
史
編
纂

　
　
で

永
嶋
福
太
郎
氏
が
ガ
ラ
ス
版
で
撮
影
し
た
も
の
を
利
用
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
永
嶋
氏
の
ご

　
　
教
示

（
一
九
九
五
年
十
二
月
）
に
よ
る
と
、
故
花
園
大
学
教
授
福
島
俊
翁
氏
の
住
房
願
成
寺
で

　
　
原
本
調
査
と
写
真
撮
影
を
行
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
現
在
の
願
成
寺
で
も
不
明
と
い
う
。
福

　
　
島
氏
は
一
八
九
三
年
生
の
中
国
哲
学
・
五
山
文
学
を
専
攻
さ
れ
『
禅
と
東
洋
思
想
の
諸
問
題
』

　
　
の

著
者
で
あ
る
。
文
化
庁
湯
山
賢
一
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
東
福
寺
文
書
調
査
で
も
海
蔵
院
文

　
　
書
は
不
明
と
い
う
。
今
後
の
た
め
に
現
在
の
知
見
を
記
し
て
お
く
。

（
4
3
）
　
大
塔
合
戦
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
藤
枝
文
忠
「
応
永
七
年
信
濃
国
大
塔
合
戦
に
関
す
る
基
礎

　
　
的
考
察
」
（
「
軍
事
史
学
』
一
三
ー
三
、
一
九
七
八
）
、
高
村
隆
「
大
塔
合
戦
研
究
序
説
」
（
『
日

　
　
本
大
学
史
学
科
五
十
周
年
記
念
歴
史
学
論
文
集
』
一
九
七
八
）
が
守
護
に
よ
る
国
人
領
地
へ
の

　
　
段
銭
賦
課

な
ど
守
護
支
配
の
強
化
に
も
と
め
る
見
解
を
提
出
し
こ
れ
ま
で
の
通
説
で
あ
っ
た
。

　
　
拙
論

「
将
軍
義
満

と
信
濃
守
護
・
国
人
」
（
『
新
版
　
長
野
県
の
歴
史
』
山
川
出
版
社
　
一
九
九

　
　
七
）
と
福
島
紀
子
「
南
北
朝
・
室
町
時
代
の
太
田
荘
」
（
『
豊
野
町
の
歴
史
』
豊
野
町
誌
刊
行
委

　
　
員
会
　
二
〇
〇
〇
）
は
、
鎌
倉
公
方
対
策
の
た
め
に
義
満
が
信
濃
守
護
に
小
笠
原
長
秀
を
登
用

　
　
し
、
太
田
荘
領
家
年
貢
へ
の
違
乱
停
止
命
令
を
島
津
氏
に
強
制
執
行
さ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
が

　
　
大
塔
合
戦
勃
発
の
直
接
の
契
機
で
あ
っ
た
と
す
る
新
見
解
を
提
起
し
て
い
る
。

（
4
4
）
　
杉
山
博
「
武
蔵
国
多
西
郡
船
木
田
荘
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
史
研
究
』
四
一
、
一
九
五
九
）
。

（
4
5
）
　
福
田
栄
次
郎
「
武
蔵
国
船
木
田
荘
の
研
究
」
（
遠
藤
元
男
先
生
頒
寿
記
念
会
編
『
日
本
古
代
史

　
　
論
究
』
国
書
刊
行
会
　
一
九
八
三
）
、
「
多
摩
市
史
通
史
編
一
』
（
多
摩
市
　
一
九
九
七
）
。
東
福

　
　
寺
領
に
つ
い
て
は
貝
英
幸
「
室
町
戦
国
期
に
お
け
る
東
福
寺
の
所
領
支
配
と
そ
の
変
化
」
（
「
鷹

　
　
陵
史
学
』
一
七
　
一
九
九
一
）
が
触
れ
て
い
る
。

（
4
6
）
　
結
解
沙
汰
と
勘
合
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
荘
園
公
領
の
支
配
」
峰
岸
純
夫
責
任
編
集
「
今
日

　
　
の
古
文
書
学
　
中
世
』
（
前
掲
書
）
で
触
れ
た
。

（
4
7
）
　
玉
村
竹
二
『
五
山
文
学
』
（
至
文
堂
　
一
九
六
六
、
五
一
～
五
二
・
二
四
四
頁
）
。
古
く
は
高

　
　
橋
隆
三
「
臨
済
宗
官
寺
の
制
度
」
（
『
国
史
学
』
二
三
・
二
四
、
一
九
三
五
）
が
東
班
・
西
班
の

　
　
役
割
を
解
明
し
た
。
禅
宗
寺
院
の
東
班
衆
に
つ
い
て
は
、
藤
岡
大
拙
「
五
山
禅
院
に
お
け
る
東

　
　
班
衆
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
一
四
五
、
一
九
六
〇
）
が
幕
府
財
政
と
の
関
係
を
論
じ
て
い

　
　
る
。

（
4
8
）
　
『
多
摩
市
史
通
史
編
一
』
（
一
九
九
七
、
多
摩
市
）
。

（
4
9
）
　
臼
井
信
義
「
治
世
の
交
替
と
廷
臣
所
領
の
変
遷
」
（
『
日
本
歴
史
』
二
五
三
、
一
九
六
九
）
、

　
　
菅
原
正
子
「
公
家
の
家
業
と
天
皇
家
」
（
『
中
世
公
家
の
経
済
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
　
↓
九
九

　
　
八
）
。

（
5
0
）
　
山
科
教
言
が
武
蔵
に
切
符
を
発
行
し
、
荘
園
か
ら
冬
裳
を
徴
収
し
た
権
限
が
い
か
な
る
も
の

　
　
か
に

つ
い

て

は
今
後
の
研
究
課
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
内
蔵
寮
の
諸
司
領
と
し
て
は
「
料
国
」

　
　

と
「
寮
領
」
の
二
つ
が
存
在
し
た
か
ら
、
そ
の
料
国
制
に
よ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

　
　
に

つ
い

て

は
、
奥
野
高
広
「
主
殿
寮
領
及
び
禰
家
所
領
」
「
率
分
関
」
（
『
皇
室
御
経
済
史
の
研

　
　
究
』
畝
傍
書
房
、
一
九
四
二
）
の
分
析
が
あ
る
の
み
で
内
蔵
寮
の
料
国
制
は
未
解
明
で
あ
る
。

　
　
「
教
言
卿
記
』
の
「
御
服
御
月
宛
」
に
は
供
御
御
領
所
の
も
の
と
御
服
御
領
所
の
も
の
と
が
あ
っ

　
　
た

が
、
武
蔵
国
船
木
田
荘
に
そ
の
料
田
が
あ
っ
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

（
5
1
）
　
阿
部
哲
人
「
鎌
倉
府
料
国
武
蔵
国
に
み
る
守
護
支
配
」
（
『
文
化
』
六
二
ー
一
・
二
、
一
九
八

　
　
八
）
、
松
本
一
夫
「
南
北
朝
・
室
町
期
の
武
蔵
武
士
と
守
護
」
（
『
国
史
学
』
一
七
二
、
二
〇
〇

　
　
〇
）
、

（
5
2
）
　
政
所
料
所
や
守
護
・
国
人
と
一
揆
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
小
国
浩
寿
「
持
氏
期
鎌
倉
府
の
守

　
　
護
政
策
と
分
国
支
配
」
（
「
前
掲
書
』
）
が
触
れ
て
い
る
。
そ
の
見
解
は
こ
れ
ま
で
の
永
原
・
峰

　
　
岸
説
の

延
長
線
上
に
位
置
し
て
お
り
、
阿
部
・
松
本
論
文
を
含
め
て
室
町
幕
府
か
ら
自
立
し
た

　
　
鎌
倉
府
に
よ
る
東
国
支
配
論
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
伊
藤
喜
良
『
中
世
国
家
と
東
国
・
奥
羽
』

　
　
（
前
掲
書
）
、
佐
藤
博
信
『
古
河
公
方
足
利
氏
の
研
究
』
（
校
倉
書
房
　
一
九
八
九
）
ら
の
東
国
国

　
　
家
論
の

影
響
が
大

き
い
と
い
え
よ
う
。
私
は
東
国
に
お
い
て
幕
府
権
力
を
代
表
す
る
存
在
と
し

　
　
て
関
東
管
領
上
杉
氏
や
鎌
倉
府
を
評
価
す
べ
き
で
あ
り
、
鎌
倉
府
を
鎌
倉
公
方
の
家
政
機
関
の

　
　
ご
と
く
評
価
す
る
こ
れ
ま
で
の
鎌
倉
府
論
は
再
検
討
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
鎌
倉
府
は
、

　
　
関
東
管
領
と
そ
れ
に
組
す
る
鎌
倉
府
奉
行
人
と
、
鎌
倉
公
方
と
主
従
的
関
係
を
む
す
ぷ
鎌
倉
府

　
　
奉
行
人
と
の
内
部
対
立
・
抗
争
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。
後
者
は
鎌
倉
公
方
が
核
と
な
っ
て
反
幕

　
　
府
・
反
荘
園
・
反
守
護
の
中
小
国
人
層
を
組
織
化
し
鎌
倉
派
と
な
り
、
前
者
は
関
東
管
領
が
核

　
　
と
な
っ
て
親
幕
府
の
鎌
倉
府
奉
行
人
・
国
人
ら
を
組
織
し
て
京
都
派
に
分
裂
し
て
い
た
も
の
と

　
　
考
え
て
い
る
。

（
5
3
）
　
こ
う
し
た
事
例
は
い
く
つ
か
の
東
国
荘
園
で
も
指
摘
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
応
永
三
年
十
月

　
　
十
五
日
足
利
将
軍
家
御
教
書
案
（
久
我
家
文
書
　
神
五
一
七
一
）
は
「
久
我
入
道
前
太
政
大
臣

　
　
家
雑
掌
申
、
相
模
国
糟
屋
荘
領
家
職
事
、
解
状
具
書
如
此
、
早
可
有
申
沙
汰
之
由
所
被
仰
下
也
」

　
　
と
し
て
「
上
杉
中
務
少
輔
入
道
殿
」
（
関
東
管
領
上
杉
朝
宗
）
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
。
端
裏
書
に

　
　
「
糟
屋
荘
御
教
書
案
奉
行
治
部
四
郎
左
衛
門
尉
封
裏
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
東
国
の
糟
屋
荘
の
領
家

　
　
久
我
家
雑
掌
が
幕
府
に
提
訴
し
、
幕
府
の
奉
行
人
治
部
氏
が
担
当
と
し
て
解
状
や
具
書
を
審
議

　
　
し
た
。
そ
の
結
果
、
糟
屋
荘
地
頭
に
陳
状
を
出
さ
せ
る
た
め
に
、
幕
府
管
領
斯
波
義
将
の
奉
書

　
　
を
発
し
て
関
東
管
領
に
解
状
や
具
書
を
送
り
糟
屋
荘
地
頭
に
申
沙
汰
す
る
よ
う
に
命
じ
た
も
の

　
　
で
あ
る
。
山
田
邦
明
『
鎌
倉
府
と
関
東
』
（
校
倉
書
房
、
一
九
九
五
）
は
、
こ
の
糟
屋
荘
に
つ
い

　
　
て
「
幕
府
の
支
配
を
物
語
る
史
料
も
な
い
」
（
二
〇
七
頁
）
と
し
「
鎌
倉
府
の
直
轄
領
」
（
二
七
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六
頁
）
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
き
ら
か
に
幕
府
の
裁
判
権
の
執
行
過
程
と
し
て
将

　
　
軍
家
御
教
書
の
施
行
を
関
東
管
領
が
行
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
い
。
糟
屋
荘
の
地
頭
職
は
足
利
尊
氏
の
所
領
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
将
軍
家
御
料
所
と
し
て

　
　
鎌
倉
府
に
委
任
さ
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
も
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
関

　
　
東
管
領
が
鎌
倉
府
の
中
枢
機
関
で
あ
る
と
と
も
に
、
幕
府
の
地
方
機
関
と
し
て
そ
の
行
政
命
令

　
　
を
執
達
す
る
機
関
で
も
あ
っ
た
二
重
性
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
5
4
）
　
平
山
氏
ら
に
つ
い
て
は
、
段
木
一
行
「
武
蔵
国
船
木
田
荘
の
平
山
氏
」
（
『
中
世
村
落
構
造
の

　
　
研
究
』
吉
川
弘
文
館
　
一
九
八
六
）
参
照
。
梶
原
氏
が
鎌
倉
御
所
奉
行
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

　
　
小
国
浩
寿
『
前
掲
書
』
（
＝
二
二
頁
）
や
阿
部
・
松
本
論
文
な
ど
参
照
。
こ
う
し
た
反
幕
府
、
反

　
　
荘
園
の
鎌
倉
公
方
方
に
組
織
さ
れ
た
中
小
国
人
層
に
よ
る
反
荘
園
闘
争
の
展
開
に
よ
っ
て
東
国

　
　
荘
園
は
不
知
行
化
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
進
展
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

（国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
）

（
二
〇
〇
三
年
一
月
一
四
日
、
二
〇
〇
三
年
五
月
九
日
）
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The　State－level　System　to　Assure　Annual　Tax　Deliveries　to　Kyo　from

Shoen　in廿1e　Eastern　Provinces

IHARA，　Kesao

It　is　generally　believed　that　during　the　course　of　the　Nanboku　and　Muromachi　periods，

leagues（匡妖ゴ）ofぷ乃〃go　andんoえzグ」ηencroached　on∫乃oθηholdings　in　the　eastern　provinces　and

that　annual功oeηtaxes　to　the　capital　Kyo（modern－day　Kyoto）were　inconsequential，　a　be－

lief　that　supports　the　theory　of　a　strongly　independent　east．　This　study　examines　in　detail

howワoんe　taxes　were　delivered　to　the　capital　and　attempts　to　clarify　the　state－wide　role

that　military　house　inquiries（go∫ατα）served　to　ensure　delivery．　In　1364（Jokyo　2），　in　a　series

of　articles　called　Jφoんoτogαえ」，　the　Muromachi　Bakufu　delegated　shogunal　lands　in　the　east

to　the　Kamakurafu，　one－third　the七axes　of　which　would　be　delivered　to　the　capital．　The

same　year，　in　a　supplementary　code　of　twenty－five　articles，　it　also　devised　procedures　for

redressing　taxes　that　local．ノゴτo　failed　to　pay　on　behalf　ofんo肋∫万andたγoんθ，　establishing　a

system　that　alloted　one－fifth　the　value　of皿paid　taxes　in　land　to　jito　while　compensating

proprietors．　An　examination　of　the　details　of　this　process　in　the　eastern　provinces　reveals

several　practices．　First，ノ」’o　officers－Kamakura－area　temples　andノ匡τo－who　submitted

ワoんθtaxes　from　eastern功oeηsecured　receipts　of　payment（乃θη∫乃o　oγ砿θ∫o吻o）from　their

respective　1γoんθ．　Second，　as　exemplified　by　the　Shimanosho　property　in　Kai　Province（held

by　the　Kujo　house），　to　which　a　daikan　had　been　assigned　responsibility　for　overseeing　the

訪oθη，astate－wide　system　of　petitioning　existed　to　ensure　payments；in　the　event　of　prob－

lems　or　illegalities　related　to　the　ryoんe包taxes，　a　zα∬カo（administrator）would　submit　a　peti－

tion　to　a　military　house　which　would　then　impose　penalties．　Third，　in　the　case　of　eastern

Zen　temple　properties　which　were　the　result　of　lands　donated　by　aristocratic　houses，　the

system　ofワoRe　tax　delivery　depended　on　contracts　with　local　s加go　and　increased　intercourse

with　the　provinces；its　elaborate　administrative　framework　illvolved　frequent　travel　to　and

from　the　capital　by　propertyぬi瓦αηand　temple　messengers．　In　any　of　these　cases，　whenever

taxes　went　unpaid　or　were　opposed，　theワoんe　administrator（zαぷ功o）would　file　a　complaint

with　the　Bakufu　or　Kamakurafu　in　order　to　secure　a　government　order（a閲gソo功o　or

bμgソo励γθ〃訪o乃o訪orespectively）．　Embezzlers　and　defaulters　would　thus　be　punished

within　the　hierarchy　of　directives　and　land　transfers　that　existed　between　the　Bakufu，　the

Kamakurafu　and　3吻go，ぷ伽go∂已’，　andんo々iη．　As　shown　in　this　study，　a　state－level　system

clearly　existed　in　order　to　ensure　delivery　ofりノo舵taxes　to　the　capitaL　The　study　further

argues　thatんo切’∫ηresistance　to　1γo舵taxation　was　thus　opposition　to　the　Bakufu，　Kama－

kurafu，　and　5加go　chain　of　command　and　thatえo旬∫ηhad　little　other　choice　than　to　rely　on

their　ties　of　service　to　the　Kamakura　Kubo　in　their　political　struggle　against　the　Bakufu．
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